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令和元年度決算審査
審議資料に誤り多数

《表紙》 完成し、渡れるようになった

中橋。９月１８日には、志津川小学校

の６年生３０名が、床板の取付作業に

参加した。

コロナ対策さらに30事業

震災復旧、台風復旧急ピッチで

一般会計11億円の大型補正

ここが聞きたい ８人登壇

８月臨時議会・９月定例議会

議員報酬、協議を継続

議員提出議案

まちづくりへの提言

         

P 7

P 8

P 9

P10

P18

P20

P21

P22

〈８月臨時会〉

〈議案審議〉

〈補正予算〉

〈一般質問〉

〈議案一覧〉

〈特別委員会〉

〈意見書〉

〈委員会報告〉



問問答 答

答 問 答

南三陸町議会だより 第59 号 ●２南三陸町議会だより 第59 号●３

総
括
的
質
疑

問 問答

決算審査
令和元年度

付
帯
決
議

改
善
を
求
め

審議資料に誤り多数　審議資料に誤り多数　審議資料に誤り多数　審議資料に誤り多数　一
　
般
　
会
　
計

企 

業 

会 

計

５
つ
の
施
政
方
針

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
活
用

復
興
総
仕
上
げ
の
加
速
化

交
流
人
口
の
拡
大

産
業
の
振
興

多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築

財政調整基金

繰　 入　 金

水道事業

病院事業

訪問看護

ステーション事業

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
は
、
２
日
か
ら
17
日
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
８
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
政
全
般
に
つ
い

て
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
一
般
会

計
・
特
別
会
計
に
つ
い
て
予
算
執
行
の
あ
り
方
、
効
果
に
つ

い
て
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
と
も
に
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
、
二
度
に
わ
た
り
陳
謝

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

資本的収入

資本的支出

入ってきたお金（町税、地方交付税など）

出ていったお金（人件費、事業費など）

次年度に繰り越した事業のお金

いざという時使えるお金（貯金）

歳入−（歳出＋繰越額）

【質疑の中で数値のミスを指摘】

拡
大
で
補
う
と
観
光
振
興
に

努
め
て
い
る
が
、
震
災
で
町

を
離
れ
た
人
が
戻
っ
て
く
る

環
境
整
備
を
進
め
る
気
は
な

い
か
。

　
　

震
災
か
ら
９
年
経
過
し
、

元
町
民
の
方
が
戻
る
の
は
難

し
い
と
思
う
。
交
流
人
口
は

別
の
形
で
、
南
三
陸
町
の
活

力
と
い
う
観
点
で
の
交
流
人

口
に
特
化
し
て
い
く
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
観
光

の
柱
に
ラ
ム
サ
ー
ル
を
入
れ

て
い
る
が
、
ゴ
ー
ル
ド
浪
漫

な
ど
他
の
観
光
資
源
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
も
よ
か
っ
た
の

で
は
。
学
芸
員
な
ど
専
門
家

の
体
制
充
実
も
す
べ
き
。

　
　

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
食
材

な
ど
売
り
は
数
多
く
あ
る
が
、

す
べ
て
の
資
源
の
活
用
は
難

し
く
、
限
度
が
あ
る
。
外
部

の
人
の
力
や
各
種
産
業
・
観

光
に
関
わ
る
人
な
ど
、
オ
ー

ル
南
三
陸
の
力
を
結
集
し
て

い
く
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
復
旧

農
地
の
休
耕
が
目
立
つ
が
、

農
業
経
営
安
定
、
地
産
地
消

の
た
め
に
も
休
耕
地
を
増
や

さ
な
い
政
策
を
。

　
　

休
耕
地
問
題
よ
り
大
事

な
の
は
、
高
齢
化
を
含
む
担

い
手
不
足
だ
。
Ｊ
Ａ
な
ど
と

連
携
し
て
知
恵
を
出
し
て
い

く
。
新
し
い
作
物
に
対
し
、

補
助
金
制
度
を
整
備
し
た
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
志
津

川
湾
を
ラ
ム
サ
ー
ル
の
湾
と

し
て
、
今
後
、
大
学
と
の
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

も
考
え
な
が
ら
、
実
際
に
体

感
で
き
る
よ
う
な
場
の
整
備

が
必
要
で
は
。

　
　

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
、
越
冬
中
の
コ
ク

ガ
ン
な
ど
自
然
観
察
が
で
き

る
。
海
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
も
あ
り
、
２
カ
所
で
観
察

で
き
る
の
で
新
た
な
施
設
は

つ
く
ら
な
い
。

特
　
別
　
会
　
計

308 億　243 万 5,250 円

277 億 2,512 万 2,665 円

15 億 3,812 万 7,199 円

15 億 3,918 万 5,386 円

8 億円

　
特
集

6 億 2,809 万 8,060 円

6 億 1,473 万 2,875 円

18 億 6,059 万 6,941 円

20 億　704 万 1,331 円

4,626 万 6,551 円

4,093 万 1,377 円

歳　  入

歳　  出

繰 越 額

実質収支額

20 億　427 万 3,207 円

18 億 8,592 万 1,604 円

1 億 4,166 万　888 円

1 億 3,669 万 9,810 円

16 億 2,310 万 8,474 円

15 億 2,941 万 9,676 円

3,345 万 6,960 円

3,293 万 9,353 円

2,077 万 6,948 円

1,495 万 4,966 円

2 億 1,315 万 8,160 円

1 億 7,909 万 8,461 円

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

市 場 事 業

漁業集落排水

公共下水道

14 億 9,338 万　974 円

17 億 1,656 万 6,140 円

3,769 万 5,072 円

3,769 万 4,004 円

認定
原案どお

り
原案どお

り

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
町

の
最
重
要
課
題
は
復
興
の
完

遂
で
あ
り
、
町
長
も
「
施
策

の
一
丁
目
一
番
地
」
と
表
現

し
て
い
る
。
復
興
の
ゴ
ー
ル

が
１
０
０
だ
と
し
た
ら
、
令

和
元
年
度
中
に
ど
こ
ま
で
進

め
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
捉
え
方

に
差
は
あ
る
と
思
う
が
、
少

な
く
と
も
９
合
目
は
越
え
た
。

震
災
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
感
謝
状
の
贈
呈
を
し

て
い
る
が
「
今
、
復
興
は
ど

こ
ま
で
」
と
聞
か
れ
る
。
そ

の
際
に
は
「
全
町
民
が
つ
い

の
す
み
か
に
入
る
こ
と
が
区

切
り
」
と
答
え
る
。
防
潮
堤

な
ど
残
る
事
業
を
ふ
ん
ど
し

を
締
め
て
や
っ
て
い
く
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
人
口

減
少
で
の
税
収
減
が
心
配
だ
。

町
長
は
そ
の
分
を
交
流
人
口

意　見

　令和２年第７回南三陸町議会定例会に提出され 、当委員会に付託

された事件（「認定第１号　令和元年度南三陸町一般会計歳入歳出

決算の認定について」から「認定第１０号　令和元年度南三陸町訪

問看護ステーション事業会計決算の認定について」まで）の審査に

際し、審議資料の内容に多くの訂正すべき箇所が発見された。

　審議資料の誤りは、行政効果の客観的判断と、今後の改善や反省

事項の把握と活用を意義とする決算の認定に関する審議に、少なか

らぬ影響を及ぼした。

　今後、議会に提出する議案及び資料等については、慎重の上にも

慎重を重ね、所管課等が責任を持つことは当然のこと、組織として

一体的な連携を図り、不備のないものを調製するよう望むものであ

る。

　町当局においては、多くの箇所に誤字等が発見されたことに対し、

危機感を持つことは当然として、当該事案に対する発生原因と今後

の再発防止策について調査・検討し、その結果を議会に対し報告す

るよう、併せて求める。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

中
で
、
歳
入
歳
出
決
算
書
と

附
表
と
で
記
載
内
容
の
違
い

を
正
さ
れ
、
当
局
は
ミ
ス
を

認
め
、
謝
罪
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
誤
り
が
続
出
し
、

町
長
が
二
度
も
陳
謝
す
る
事

態
に
な
っ
た
。

　

過
去
に
も
住
宅
使
用
料
な

ど
の
徴
収
ミ
ス
が
あ
り
、
議

会
で
は
﹁
住
宅
使
用
料
等
調

査
特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
、

調
査
を
行
っ
た
。
当
局
も
事

務
改
善
な
ど
再
発
防
止
策
を

策
定
し
委
員
会
に
報
告
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

再
び
数
字
や
表
題
の
誤
り
、

誤
字
な
ど
が
散
見
さ
れ
た
現

状
を
踏
ま
え
、
職
員
が
緊
張

感
を
も
っ
て
職
責
を
遂
行
す

る
こ
と
を
求
め
、
全
会
一
致

で
意
見
書
提
出
を
決
議
し
た
。

経過

→再び指摘

→すべてを再チェック

　15カ所のミスを訂正

〈町長謝罪〉

→さらにミスが発覚

〈町長謝罪〉

→委員会報告書に意見を付すことに決定
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問

答 問

答 問

答 問問

問答

答

答

答 問

答 問問

答答 問

南三陸町議会だより 第59 号 ●４南三陸町議会だより 第59 号●５

　　　　　　
　　　　　　

令
和
元 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

歳
　  
入

歳
　  
入

高
い
収
納
率

今
後
も
維
持
を  

︿
町
税
﹀

ふ
る
さ
と
納
税
減
収
、
ど
う
分
析

し
次
に
つ
な
げ
る    

︿
寄
附
金
﹀

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
個

人
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
で
不
納
欠
損
額

42
万
円
が
あ
る
が
。

　
　

死
亡
や
処
分
す
る
財
産

が
な
い
等
21
人
分
、
規
定
に

基
づ
き
滞
納
整
理
不
可
に
な

っ
た
。

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
固
定

資
産
税
と
軽
自
動
車
税
の
税

収
が
増
え
た
が
。

　
　

土
地
の
種
別
変
更
の
影

響
と
、
軽
自
動
車
税
は
税
率

が
変
更
に
な
っ
た
た
め
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
総

額
で
対
昨
年
度
５
０
０
万
円

減
っ
た
が
。
震
災
復
興
寄
付

金
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

宮
城
県
で
は
台
風
19
号

に
よ
る
災
害
で
県
南
へ
の
寄

付
金
が
増
え
た
た
め
、
当
町

で
は
昨
年
度
は
減
少
し
た
。

震
災
復
興
寄
付
金
は
今
年
度

ま
で
の
考
え
だ
っ
た
が
、
減

少
幅
が
小
さ
く
今
後
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
。

歳
　  

出

歳
　  

出

答 問
　

（
山
内
孝
樹
委
員
）
定
住

促
進
の
た
め
の
補
助
金
だ
が

実
績
は
。

　
　

一
昨
年
は
３
件
、
昨
年

は
２
件
分
を
支
出
し
た
。

問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
昨
年

度
の
新
規
隊
員
は
１
人
。
ど

の
よ
う
に
募
集
し
、
決
定
し

て
い
る
の
か
。

　
　

応
募
は
も
っ
と
あ
っ
た

が
、
面
接
等
で
決
定
し
た
。

　
　

震
災
伝
承
施
設
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
と
い
う
業
務
で

も
隊
員
を
募
集
し
て
い
る
が
、

外
部
か
ら
来
た
人
が
取
り
組

め
る
業
務
か
。

　
　

こ
の
業
務
へ
の
応
募
は

ゼ
ロ
だ
っ
た
。
難
し
い
業
務

だ
っ
た
か
と
思
う
。
今
年
度

は
募
集
し
て
い
な
い
。

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
ご
み

袋
が
有
料
化
さ
れ
た
が
、
ご

み
減
量
化
の
効
果
は
。

　
　

一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
。

前
年
度
よ
り
80
ｔ
減
少
、
家

庭
ご
み
は
30
ｔ
減
少
し
た
。

生
ご
み
は
30
ｔ
増
加
し
た
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
災
害

公
営
住
宅
で
の
生
ご
み
回
収

率
を
上
げ
る
た
め
、
各
階
に

回
収
バ
ケ
ツ
を
置
い
て
は
。

　
　

に
お
い
の
問
題
な
ど
管

理
が
難
し
い
と
思
う
。

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
制
度

が
大
き
く
改
定
さ
れ
た
農
業

委
員
会
の
活
動
状
況
は
。

　
　

農
地
の
荒
廃
化
防
止
の

活
動
を
し
て
い
る
。
田
の
浦

地
区
の
農
地
に
地
元
企
業
が

参
入
し
、
利
用
面
積
が
倍
増

し
た
事
例
も
あ
る
。

答

問

答 問
　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
夏
祭

り
等
へ
の
補
助
金
が
増
額
に

な
っ
て
い
る
が
。

　
　

客
数
が
増
え
警
備
の
増

員
が
必
要
に
な
り
、
志
津
川

湾
夏
祭
り
と
産
業
フ
ェ
ア
へ

の
補
助
を
50
万
円
増
額
し
た
。

　
　

そ
の
年
ご
と
に
予
算
が

適
正
か
見
直
し
、
他
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
補
助
は
必
要
で
な

い
か
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

お
ら
ほ
の
ま
ち
づ
く
り

補
助
金
な
ど
別
の
制
度
も
あ

る
。
補
助
の
効
果
が
見
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
む
。

答 問
　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
無
料

職
業
紹
介
所
の
状
況
は
。

　
　

働
き
手
が
不
足
し
て
い

る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
有

効
求
人
倍
率
は
３
倍
以
上
。

他
の
市
町
村
に
も
求
人
を
出

し
て
い
る
状
態
。

　
　

パ
ソ
コ
ン
端
末
を
設
置

す
る
な
ど
、
工
夫
し
て
取
り

答

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
各
地

区
の
公
民
館
の
中
で
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の

み
が
多
い
一
極
集
中
の
状
況
。

中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
各

公
民
館
で
本
を
貸
し
出
せ
る

施
設
整
備
が
必
要
で
は
。

　
　

震
災
前
か
ら
同
様
の
状

況
で
あ
り
、
効
率
的
な
や
り

方
を
中
長
期
的
に
考
え
た
結

果
が
今
の
体
制
で
あ
る
。
交

通
弱
者
の
方
に
も
移
動
図
書

に
よ
っ
て
し
っ
か
り
本
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
着

任
わ
ず
か
１
人 

︿
総
務
費
﹀

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
の

実
績
は  

　
　
︿
総
務
費
﹀

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
保
育

士
確
保
の
た
め
就
学
資
金
の

貸
付
を
お
こ
な
っ
て
は
。

　
　

一
つ
の
考
え
で
は
あ
る

が
、
貸
付
か
給
付
か
、
財
源

は
ど
う
す
る
か
な
ど
慎
重
な

検
討
を
要
す
る
。

保
育
士
充
足
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を   

︿
民
生
費
﹀

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
前
へ
　 

︿
衛
生
費
﹀

農
業
委
員
会
、
制
度
改
定
の

成
果
は  

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

海
洋
調
査
の
結
果
を
産
業
に

活
か
せ  

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

イ
ベ
ン
ト
補
助
、
惰
性
に

な
ら
ぬ
よ
う
　
︿
商
工
費
﹀

雇
用
状
況
の
改
善
に
向

け
て
　
　
　  

︿
商
工
費
﹀

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の

利
用
拡
大
を
　
︿
商
工
費
﹀

図
書
利
用
促
進
の
た
め
各
地
域
で

の
環
境
整
備
を    

︿
教
育
費
﹀

海洋調査の様子
（自然環境活用センター提供）

令
和
元 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

︽
一
般
会
計
︾

注
目
の
質
疑

問

国
勢
調
査
の
影
響
は

　
　
　
　   

︿
地
方
交
付
税
﹀

住
宅
使
用
料
の
事
務
処
理

適
正
化
は
　   

︿
使
用
料
﹀

し
お
か
ぜ
球
場
電
光
掲
示
板
の

費
用
対
効
果
は
　 

︿
諸
収
入
﹀

特
定
不
妊
治
療
へ
の
助
成

で
高
い
実
績
　
︿
衛
生
費
﹀

ラ
ム
サ
ー
ル
、
湾
内
全
域

指
定
へ 

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
10
月

か
ら
国
勢
調
査
が
始
ま
る
が
、

結
果
に
よ
っ
て
影
響
は
。

　
　

被
災
地
で
あ
る
た
め
、

復
興
庁
経
由
で
総
務
省
に
段

階
的
補
正
措
置
の
要
望
を
出

し
て
い
る
。
現
在
、
国
か
ら

回
答
待
ち
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
来
年

度
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税

33
億
円
は
な
く
な
る
の
か
。

　
　

復
興
事
業
が
終
了
す
る

時
点
で
な
く
な
る
。
町
民
生

活
に
影
響
は
出
な
い
。

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
平
成

の
森
野
球
場
に
９
千
万
円
の

費
用
で
ど
れ
だ
け
の
試
合
が

行
わ
れ
た
の
か
。

　
　

昨
年
度
は
30
回
利
用
さ

れ
た
。
高
校
野
球
で
は
、
暑

さ
の
中
で
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド

の
人
員
削
減
効
果
が
あ
っ
た
。

高
校
野
球
関
係
者
か
ら
の
評

価
は
高
く
、
合
宿
の
引
き
合

い
も
多
い
。

問問 答答
　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
決

算
書
附
表
に
町
営
住
宅
使
用

料
・
駐
車
場
使
用
料
の
未
済

額
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
が
、

４
４
６
万
円
あ
る
の
で
は
。

　
　

指
摘
の
通
り
で
あ
る
。

決
算
ま
で
に
精
査
不
足
で
調

定
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

担
当
課
に
き
つ
く
改
善
を
求

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
住
宅

使
用
料
が
対
昨
年
度
で
１
千

万
円
増
え
た
が
、
今
後
の
見

通
し
は
。

　
　

大
枠
で
は
耐
用
年
数
が

過
ぎ
れ
ば
料
金
は
下
が
る
が
、

個
別
に
は
入
居
者
の
所
得
に

よ
る
変
動
も
あ
り
、
一
概
に

は
言
え
な
い
。

注
目
の
質
疑

問問 答答
　

（
星
喜
美
男
委
員
）
経
済

的
理
由
で
治
療
を
た
め
ら
う

ケ
ー
ス
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　

理
由
ま
で
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
６
組
に
助
成
し
、

５
組
で
実
際
に
妊
娠
し
た
。

　
　

国
で
は
保
険
適
用
も
議

論
さ
れ
て
い
る
が
、
助
成
額

の
増
額
を
考
え
て
は
。

　
　

現
在
は
県
と
町
で
15
万

円
ず
つ
の
助
成
。
打
て
る
手

は
打
つ
必
要
が
あ
る
。
検
討

す
る
。

問答
　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
潜
水

調
査
、
藻
場
調
査
を
お
こ
な

っ
た
が
、
産
業
振
興
に
結
び

つ
い
て
い
る
か
。

　
　

潜
水
に
よ
る
生
物
相
調

査
や
、
陸
上
養
殖
の
研
究
、

ウ
ニ
の
除
去
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
な
ど
、
様
々
な
分
野

の
研
究
者
が
多
く
訪
れ
、
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
。
藻
場

調
査
の
結
果
は
ア
ワ
ビ
の
放

流
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

答答
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
看
板

を
登
録
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
区
域
に
設
置
し
た
理
由
は
。

　
　

い
ず
れ
湾
内
全
域
で
認

証
を
受
け
る
の
で
、
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
る
場
所
に
設

置
し
た
。
ま
ず
国
立
公
園
に

編
入
し
、
４
年
後
の
会
議
で

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
区
域

も
変
更
す
る
予
定
。

　
　

防
潮
堤
が
あ
る
こ
と
が

障
害
に
な
ら
な
い
か
。

　
　

環
境
省
と
も
協
力
し
、

町
で
保
全
計
画
を
立
て
て
進

め
て
い
く
。

問問 答
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
を
利
用

し
や
す
く
す
る
取
り
組
み
は
。

　
　

田
束
山
か
ら
神
割
崎
ま

で
全
長
38
㎞
の
町
内
ル
ー
ト

に
９
カ
所
の
看
板
を
設
置
し

た
。
観
光
促
進
の
た
め
に
、

地
域
へ
下
り
ら
れ
る
ル
ー
ト

も
開
発
中
。

　

（
山
内
孝
樹
委
員
）
歌
津

地
区
の
ふ
る
さ
と
緑
の
道
は

入
っ
て
い
る
か
。

　
　

ル
ー
ト
に
入
っ
て
お
り
、

管
理
も
し
て
い
る
。

答 問
　

（
佐
藤
正
明
委
員
）
仮
設

住
宅
は
す
べ
て
解
体
さ
れ
た

が
、
そ
の
跡
地
利
用
に
支
障

が
出
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
る
。
改
善
工
事
の

財
源
は
な
い
の
か
。

　
　

水
た
ま
り
が
で
き
た
り

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

復
興
事
業
進
捗
の
裏
で  

　
　
　
　
　  

︿
民
生
費
﹀

注
目
の
質
疑

組
む
べ
き
で
は
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
求
人

票
は
閲
覧
可
能
。
土
日
開
設

や
時
間
延
長
に
も
取
り
組
ん

だ
が
、
当
面
は
現
状
の
取
り

組
み
を
継
続
す
る
。

注
目
の
質
疑

答 問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
県
内

唯
一
の
中
高
一
貫
教
育
だ
が
、

発
展
的
解
消
も
含
め
て
見
直

し
が
必
要
で
は
。

　
　

高
校
は
県
の
管
轄
だ
が
、

よ
り
良
い
形
を
模
索
し
て
い

く
。
解
消
よ
り
む
し
ろ
連
携

を
強
化
し
、
地
域
教
育
を
推

進
し
て
い
く
考
え
。

中
高
一
貫
教
育
の
抜
本
的

な
見
直
し
は   

︿
教
育
費
﹀

事
業
は
完
了
し
て
い
る
の
で

改
善
工
事
を
す
る
な
ら
町
の

負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
。



答 問

答 問

答 問答 問 答 問答 問

答 問答 問答 問問

問 答

答 問答 問問答

答 問答 問 答 問

答 答

南三陸町議会だより 第59 号 ●６南三陸町議会だより 第59 号●７

令
和
元
年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

７
０
０
台
を
購
入

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
一
般

会
計
よ
り
繰
入
金
が
１
億
５

千
万
円
あ
る
が
、
来
年
は
。

　
　

同
じ
傾
向
で
い
く
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
特

定
健
診
は
、
受
診
率
が
４
割

で
、
目
標
の
設
定
は
。

　
　

受
診
率
が
上
が
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
。

　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
収
入

未
済
額
の
元
年
度
分
と
30
年

度
分
は
。
ま
た
、
そ
の
年
度

内
の
回
収
は
。

　
　

年
度
ご
と
で
は
な
く
、

被
保
険
者
ご
と
に
管
理
。

国
民
健
康
保
険

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
て
ん

こ
盛
り
商
品
券
の
利
便
性
は
。

　
　

１
万
５
千
セ
ッ
ト
を
販

売
。
１
セ
ッ
ト
千
円
券×

10

枚
綴
り
で
、
来
年
２
月
ま
で

有
効
。
町
内
各
世
帯
に
先
行

販
売
し
、
後
日
町
内
外
の

方
々
に
第
２
弾
と
し
て
販
売

す
る
。
利
用
可
能
店
舗
は
幅

広
く
募
集
中
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
避

難
所
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

と
し
て
何
を
購
入
す
る
の
か
。

　
　

体
温
計
、
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
。
マ
ス
ク
や
消
毒

液
は
既
に
在
庫
が
あ
る
。

　
　

移
住
定
住
の
促
進
事
業

の
仕
組
み
は
。

　
　

町
内
の
空
き
家
を
リ
フ

ォ
ー
ム
し
て
移
住
者
に
貸
し

出
す
。
想
定
期
間
は
10
年
間
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
地
元

産
材
使
用
の
キ
ャ
ビ
ン
建
設

は
、
１
人
・
２
人
用
も
必
要

で
は
。
神
割
崎
で
も
良
い
が
、

入谷小の崖崩れ

市
場
事
業

病
院
事
業

不
漁
の
原
因
は

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
サ
ケ

の
水
揚
げ
減
少
の
原
因
は
。

　
　

海
水
温
の
上
昇
や
外
国

船
の
捕
獲
な
ど
、
様
々
な
原

因
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

町
独
自
の
対
策
は
。

　
　

網
上
げ
を
２
週
間
前
倒

し
し
た
り
、
１
つ
の
定
置
網

を
残
し
卵
を
熟
成
さ
せ
確
保

し
て
い
る
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
コ
ロ

ナ
対
策
支
援
事
業
で
、
カ
キ

生
産
者
が
対
象
で
な
い
訳
は
。

　
　

カ
キ
養
殖
業
は
影
響
が

少
な
く
、
漁
協
か
ら
の
客
観

的
な
公
的
デ
ー
タ
が
必
要
。

安
心
し
て
産
め
る
環
境

整
備
の
た
め
に
は

答 問

答 問
　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
自
力

で
復
旧
し
た
箇
所
へ
の
補
助

を
も
っ
と
考
え
て
は
。

　
　

臨
機
応
変
に
対
応
し
た

い
が
、
予
算
や
制
度
の
関
係

も
あ
り
、
災
害
査
定
を
受
け

て
い
な
い
所
に
補
助
を
出
す

の
は
難
し
い
。

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
復
旧

の
要
望
件
数
は
。

　
　

町
全
体
で
の
復
旧
対
象

箇
所
は
２
６
７
カ
所
。
そ
の

う
ち
94
カ
所
に
補
助
を
出
し

た
。
自
力
で
復
旧
し
た
箇
所

も
含
め
、
８
割
ほ
ど
は
作
付

け
を
行
え
る
よ
う
復
旧
で
き

た
。
町
管
理
の
農
業
施
設
は

26
件
中
８
件
が
終
了
。
残
り

も
今
年
度
内
に
対
応
す
る
。

答 問
　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
防
潮

堤
工
事
２
３
０
億
円
の
う
ち
、

２
年
度
以
降
の
支
払
い
分
が

１
３
０
億
円
残
っ
て
い
る
。

事
業
完
了
の
見
通
し
は
。

　
　

復
興
事
業
は
国
が
最
後

ま
で
対
応
す
る
と
表
明
し
て

い
る
が
、
19
漁
港
の
う
ち
完

成
し
た
の
は
２
漁
港
。
２
年

度
内
に
全
体
の
６
割
は
完
成

さ
せ
た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
予
算
の
執

行
率
は
７
割
ほ
ど
。
計
画
通

り
進
め
ら
れ
る
か
。

　
　

防
潮
堤
工
事
は
昨
年
度

よ
う
や
く
本
格
化
し
た
。
２

年
度
も
そ
れ
と
同
様
に
進
め
、

工
事
規
模
が
10
億
円
以
下
の

漁
港
は
完
成
さ
せ
た
い
。

総
合
防
災
訓
練
の
成
果
も

可
視
化
を   

　
︿
消
防
費
﹀

台
風
か
ら
の
復
旧
は
臨
機

応
変
に  

　
　   

︿
土
木
費
﹀

農
地
復
旧
は
進
ん
で
い
る

か   

　    

︿
災
害
復
旧
費
﹀

防
潮
堤
工
事
は
終
わ
る
の

か  

　
　    

︿
復
興
費
﹀

議
案議

審
８月臨時会

算
正補

予
８月臨時会

コ
ロ
ナ
対
策
さ
ら
に
　
事
業

３０

てんこ盛り商品券などに４億 8,000 万円

︽
特
別
会
計
︾

討
論

　

国
保
税
も
税
と
思
う
。

中
身
の
精
査
を
。

及
川
幸
子
委
員

復
興
工
事
で
傷
ん
だ

道
路
補
修

認
定
は
４
路
線
の
み

反 

対

認
定

起
立
採
決
の
結
果

　
賛
成
12
人

　
反
対
２
人

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
病
院

の
産
婦
人
科
の
体
制
は
。

　
　

金
曜
日
午
後
か
ら
非
常

勤
医
が
診
療
し
て
い
る
。

　
　

緊
急
時
の
対
応
は
。

　
　

石
巻
日
赤
な
ど
中
核
病

院
を
紹
介
す
る
。

答答 問答 問答 問 ひ
こ
ろ
の
里
で
の
検
討
は
。

　
　

現
在
は
４
人
用
２
棟
、

６
人
用
１
棟
と
し
て
い
る
が
、

変
更
は
あ
り
う
る
。
ひ
こ
ろ

の
里
は
文
化
財
施
設
な
の
で

難
し
い
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
誘
客

回
復
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

で
期
待
で
き
る
も
の
は
。

　
　

消
費
の
拡
大
を
メ
イ
ン

に
し
て
い
る
。
新
メ
ニ
ュ
ー

開
発
も
含
め
、
南
三
陸
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
新
た

な
事
業
展
開
等
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
手
続
き
は
簡
便
か
。

　
　

縛
り
を
減
ら
し
、
事
業

者
の
提
案
に
よ
り
補
助
を
す

る
。
自
由
な
発
想
の
も
と
、

補
助
を
す
る
。

　
　

新
生
児
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
の
支
給
時
期
は
。

　
　

３
月
を
待
た
ず
、
既
存

の
シ
ス
テ
ム
で
一
番
早
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
支
給
し
た
い
。

　
８
月
中
に
中
学
３
年
生

と
教
員
分
１
２
８
台
、
９

月
中
に
小
学
３
年
生
か
ら

中
学
２
年
生
ま
で
５
７
２

台
準
備

　
　

５
年
後
の
児
童
生
徒
数

の
推
移
は
。

　
　

約
６
５
０
人
。
余
れ
ば

生
涯
学
習
で
の
利
用
も
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
今
後
は
。
格

差
は
出
な
い
か
。

　
　

将
来
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
社
会

に
入
っ
て
い
く
子
供
た
ち
が

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

格
差
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
、

教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
。

あ
く
ま
で
補
助
教
材
の
一
つ

で
あ
る
。

韮
の
浜
線
、
名
足
線
、
中

山
線
、
白
松
線

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
町
道

管
理
不
備
の
際
の
保
険
は
。

　
　

損
害
賠
償
に
は
全
国
町

村
会
の
保
険
制
度
で
対
応
。

　

（
山
内
孝
樹
議
員
）
名
足

小
学
校
線
が
外
れ
た
が
。

　
　

亀
裂
等
が
発
生
す
る
な

ど
、
重
篤
な
状
況
に
陥
っ
て

い
る
路
線
が
対
象
に
な
っ
た
。

児
童
の
避
難
等
に
危
険
の
な

い
よ
う
状
況
を
確
認
し
た
い
。

答 問答 問

①てんこ盛り商品券発行　　　 1億5,332万円

②新たな事業展開等への支援　　  8,000万円

③漁業者経営安定化支援 　  3,240万円

④地元産材使用キャビン建設 　  2,970万円

⑤事業者家賃支援 　　　　　　 2,700万円

⑥誘客回復プロモーション事業 　  2,300万円

⑦ホタテ養殖への支援 　  1,936万円

⑧中小企業への支援 　　　　　　 1,500万円

⑨小規模事業者への支援　 　  1,500万円

⑩避難所等の感染拡大防止 　  1,100万円

⑪オンライン教育の推進　　　　  1,061万円

⑫移住定住促進空き家リフォーム  1,014万円

⑬事業組合再起支援給付金 　  1,000万円

⑭病院オンライン診療の推進 　　 640万円

⑮水産物の販売促進PR 　    569万円

⑯新生児子育て世帯への支援　 　　 552万円

⑰コロナ対応ブックレット製作 　　 500万円

⑱農業者への経営継続支援　　　　 300万円

⑲任意団体への持続化給付金　　　 300万円

⑳社会福祉施設感染拡大防止支援　 271万円

㉑病院リモート面会システム整備　 246万円

㉒非接触型体温計設置　 　　 240万円

㉓スポーツイベントの誘致　　　　 200万円

㉔行政事務手続きオンライン化 　　 194万円

㉕町指定管理者への支援　　　　　 150万円

㉖母子父子家庭への支援　 　　 126万円

㉗町民バス臨時運行　 　　 120万円

㉘病院感染防止チャイム整備　 　　 116万円

㉙農林業に融資した金融機関利子補給　30万円

㉚農業者へのJA利子補給金 　　   20万円

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
自
宅
に
持
ち
帰
れ

る
の
か
。
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
は
。

　
　

各
校
長
の
判
断
に
な
る

が
、
自
宅
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
と
い
う
時
代
に
入
っ
て

い
く
と
思
う
。
Ｌ
Ｔ
Ｅ
回
線

を
使
う
。
電
話
機
能
は
な
い
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
財
産

の
取
得
と
い
う
議
案
だ
が
、

ハ
ー
ド
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
本

体
）
と
ソ
フ
ト
（
通
信
料
）

を
分
け
る
べ
き
で
は
。

　
　

入
札
は
本
体
だ
け
で
な

く
通
信
料
も
含
め
、
混
同
し

な
い
よ
う
整
合
を
図
っ
た
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
防

災
訓
練
に
つ
い
て
の
独
立
し

た
項
目
が
な
い
た
め
、
効
果

が
測
り
づ
ら
い
の
で
は
。

　
　

来
年
度
か
ら
詳
細
な
資

料
添
付
を
検
討
し
た
い
。

問 問

注
目
の
質
疑

入
谷
小
の
災
害
復
旧
、
ま
た

す
ぐ
崩
れ  

︿
災
害
復
旧
費
﹀

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
法
面

の
復
旧
工
事
を
し
た
が
、
ま

た
す
ぐ
に
崩
れ
た
。
ど
う
し

て
か
。

　
　

災
害
復
旧
工
事
と
は
因

果
関
係
は
な
い
場
所
が
崩
れ

た
。
今
後
対
応
す
る
。

　
　

直
し
て
す
ぐ
に
ま
た
崩

れ
る
と
は
、
本
当
に
適
正
な

調
査
を
し
た
の
か
。
さ
ら
に

崩
落
が
あ
る
よ
う
な
ら
、
有

事
の
際
の
避
難
所
で
あ
る
入

谷
公
民
館
に
も
行
け
な
く
な

る
の
で
は
。

　
　

法
面
全
体
の
調
査
を
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
今
後
、

地
域
の
意
を
用
い
て
工
事
を

進
め
て
い
く
。

答 問
　

（
山
内
孝
樹
委
員
）
敷
地

内
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
竪
穴
式

住
居
が
あ
る
が
、
有
効
活
用

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

震
災
後
活
用
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
施

錠
さ
れ
使
わ
れ
て
い
な
い
。

施
設
と
し
て
は
残
し
て
い
き
、

希
望
が
あ
れ
ば
中
を
見
せ
る

な
ど
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　

魚
竜
化
石
は
ど
の
よ
う

に
展
示
す
る
の
か
。

　
　

吉
野
沢
の
収
蔵
庫
か
ら

歌
津
総
合
支
所
内
に
移
動
し
、

展
示
す
る
計
画
。

平
成
の
森
周
辺
施
設
を
有

効
活
用
せ
よ   

︿
教
育
費
﹀



答 問

答 問

答 問

答 問

答 問答 問

答 問答 問

答答 問

答 問

答 問

答 問

南三陸町議会だより 第59 号 ●８南三陸町議会だより 第59 号●９

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
防
潮

堤
工
事
に
影
響
さ
れ
る
雨
水

対
策
な
ど
が
不
十
分
で
は
。

　
　

漁
港
等
を
利
用
さ
れ
る

方
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
地

元
の
方
々
の
意
見
を
伺
い
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

算
正補

予
９月定例会

解
体
さ
れ
る
第
２
・
第
３
庁
舎

議
案議

審
９月定例会

　

10
年
を
目
標
と
し
て
き

た
震
災
の
復
旧
も
９
合
目
。

震
災
に
よ
る
災
害
復
旧
事

業
は
、
昨
年
完
了
し
た
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
も
っ

て
終
了
し
、
防
潮
堤
関
連

事
業
を
残
す
の
み
と
な
っ

た
。
今
定
例
会
に
お
い
て

13
件
の
工
事
関
係
議
案
を

す
べ
て
可
決
し
、
半
年
後

の
ゴ
ー
ル
へ
向
け
全
工
事

が
一
気
に
加
速
す
る
。

人 

事

広
域
事
務
組
合
ふ
る
さ
と

基
金
を
取
り
崩
し

次
の
５
年
間
の
計
画
を

震
災
伝
承
施
設
ア
ー
ト

製
作
に
２
年
間
で

５
０
０
０
万
円

　

 

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
震

災
伝
承
施
設
ア
ー
ト
製
作
事

業
の
具
体
が
見
え
な
い
。
誰

が
何
を
つ
く
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た

支
援
に
感
謝
と
希
望
を
表
現

し
、
芸
術
家
だ
け
で
な
く
町

民
の
方
も
参
加
し
な
が
ら
、

ア
ー
ト
を
作
り
上
げ
て
い
く
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
道
の

駅
の
整
備
の
方
法
を
単
独
型

に
し
た
理
由
は
。

　
　

道
の
駅
に
接
し
て
い
る

一
般
国
道
３
９
８
号
線
は
県

管
理
の
国
道
の
た
め
、
県
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま

で
県
は
道
の
駅
に
対
す
る
補

助
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
単
独
型
に
な
っ

た
。

　

 

（
今
野
雄
紀
議
員
）
収
益

が
思
わ
し
く
な
い
理
由
だ
が
、

減
額
部
分
を
伺
う
。

　
　

収
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
影

響
額
と
し
て
、
医
業
収
益
を

９
５
０
０
万
円
減
じ
、
月
額

当
た
り
８
０
０
万
円
を
影
響

額
と
し
た
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
毎
月

の
報
告
が
あ
る
が
、
今
後
を

見
込
ん
で
の
金
額
か
。

　
　

先
が
見
え
な
い
中
で
、

ど
う
し
て
も
予
測
し
な
が
ら

の
部
分
も
あ
る
。
一
方
、
病

院
の
収
益
が
下
が
っ
て
い
る

た
め
、
手
持
ち
の
現
金
が
減

少
し
て
い
る
と
い
う
実
情
だ
。

　

 

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
商

売
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
上

限
が
２
／
３
で
、
高
齢
者
が

い
る
世
帯
や
災
害
公
営
住
宅

は
10
／
10
と
の
こ
と
だ
が
、

予
算
上
そ
れ
が
限
界
な
の
か
。

　
　

一
般
家
庭
で
は
自
ら
消

毒
を
お
願
い
し
た
い
。
高
齢

者
の
み
の
世
帯
や
大
規
模
な

共
同
住
宅
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
、

団
体
な
ど
を
想
定
し
た
。

　

 

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
解
体

に
工
事
設
計
業
務
委
託
料
は

あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

工
事
費
も
含
ま
れ
る
の
か
。

　
　

第
３
庁
舎
は
診
療
所
と

し
て
使
用
し
て
い
た
た
め
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
施
設
な
ど
特
殊

一般会計11　　　大型補正億円の

コ
ロ
ナ
で
減
収
の
病
院
へ

１
億
５
０
０
０
万
円

仮
庁
舎
解
体
工
事
設
計
に

１
３
０
０
万
円

上
の
山
緑
地
整
備
に

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
活
用

※

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
︵
社
総
交
︶…

地
方
公
共
団
体
が
作
成

し
た
計
画
に
基
づ
き
、

目
標
実
現
の
た
め
の
基

幹
的
な
社
会
資
本
整
備

の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
事
業

を
総
合
的
一
体
的
に
支

援
す
る
制
度
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
上

の
山
緑
地
等
整
備
工
事
の
具

体
的
な
内
容
は
。

　
　

３
４
０
０
万
円
計
上
し

た
う
ち
、
駐
車
場
部
分
に
１

１
０
０
万
円
、
公
園
部
分
に

２
３
０
０
万
円
。
公
園
は
フ

ェ
ン
ス
や
通
路
の
舗
装
、
水

飲
み
場
な
ど
を
整
備
す
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
町
内

全
域
に
あ
る
流
用
土
の
残
量

と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

正
確
な
数
字
を
持
ち
合

わ
せ
て
は
い
な
い
が
、
防
潮

堤
に
す
べ
て
の
再
利
用
は
で

き
な
い
。
周
辺
地
盤
の
高
さ

調
整
や
地
権
者
の
要
望
が
あ

れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
防

潮
堤
本
体
工
か
ら
陸
閘
部
を

控
除
に
よ
る
減
額
と
あ
る
が
、

数
字
の
行
き
違
い
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
か
と
思
う
が
。

　
　

数
量
等
を
精
査
し
た
際
、

設
計
段
階
で
の
精
査
が
不
十

分
な
ま
ま
発
注
に
及
ん
で
し

ま
っ
た
。
正
当
な
契
約
と
す

る
た
め
、
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
各
地

区
に
あ
る
、
水
産
関
係
用
地

の
管
理
と
使
用
内
容
の
取
り

決
め
を
は
っ
き
り
と
示
す
べ

き
で
は
。

　
　

必
要
で
あ
れ
ば
、
検
討

す
る
。
原
則
と
し
て
賃
貸
契

約
は
結
ば
な
い
。
清
掃
等
は

各
地
区
に
お
願
い
し
、
瑕
疵

の
破
損
を
の
ぞ
く
経
年
劣
化

に
関
し
て
は
町
が
修
繕
す
る
。

　

平
成
４
年
策
定
の
リ
ア

ス
・
ア
ー
ク
美
術
館
の
企

画
管
理
計
画
に
つ
い
て
協

議
し
、
３
２
４
０
万
円
の

う
ち
、
２
４
０
万
円
を
取

り

崩

す
。
計

画

期

間

は
、

令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度

ま
で
の
５
年
間
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
の
事

業
内
容
が
あ
る
が
、
当
町
の

伝
承
施
設
と
の
連
携
は
。

　
　

広
域
的
な
連
携
の
模
索

は
必
要
で
あ
る
。
石
巻
に
計

画
中
の
県
の
伝
承
施
設
を
中

心
に
連
携
機
能
が
構
築
さ
れ

て
い
く
と
考
え
る
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
入
館

者
数
の
確
保
や
Ｐ
Ｒ
等
、
今

後
の
対
応
策
は
。

　
　

震
災
後
は
一
万
人
を
超

え
た
が
、
最
近
で
は
緩
や
か

な
減
少
傾
向
に
あ
る
。
震
災

の
展
示
に
頼
る
時
期
で
は
な

く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
啓
発

や
圏
域
文
化
施
設
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
で
、
利
用
率

を
上
げ
て
い
き
た
い
。

答 問

問

・町道寄木線震災復旧
　45号線の迂回路撤去。　

・弥惣川台風復旧
　３カ所を一括発注。水道管２次被
　害を懸念も、生活道路は順次発注。

・滝浜川台風復旧
　河川内瓦礫の撤去はケースバイケースで。

・波伝谷水産用地
　高台避難路、階段も検討。

・町道平磯線改良工事
　用地買収が進み、施工区間を86.5ｍ延長。

・中橋築堤工事
　堆積物露見も置き換え済み。10月
　12日の公園全体開園に影響なし。

・韮浜漁港震災復旧
　物揚げ場背後用地を舗装。

・館浜漁港震災復旧
　道路分断も迂回路で対応。

・細浦漁港震災復旧
　町道冠水箇所は改良検討。

・荒砥漁港震災復旧
　必要最小限の階段を設置。

・折立漁港左岸震災復旧
　進入路は陸閘で新設。

・津ノ宮漁港震災復旧
　防潮堤の法線変更で、水産用地を
　やむを得ず縮小。

・町道平磯線改良工事
　大幅に区間を延長し、７１８ｍ発注。
　未施工区間は残り２６０ｍ。

上の山の保育所跡地

な
も
の
が
あ
り
、
解
体
の
設

計
が
難
し
い
の
も
あ
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
ど
の

よ
う
な
根
拠
で
１
３
０
０
万

円
が
積
算
さ
れ
た
の
か
。
そ

の
経
緯
は
。

　
　

旧
診
療
所
で
使
用
し
て

い
た
部
屋
や
、
機
材
な
ど
の

撤
去
、
処
分
等
の
中
身
が
あ

り
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
。

注
目
の
質
疑

コ
ロ
ナ
発
生
時
の

消
毒
費
用
に
助
成

最
大
10
　
10
／

　
教
育
委
員
会
委
員
︻
阿
部

麻
帆
氏
︼
と
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
︻
西
條
勗

氏
・
及
川
透
氏
・
阿
部
和
夫

氏
︼
は
提
案
の
と
お
り
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
、
人
権

擁
護
委
員
︻
大
山
た
つ
子

氏
・
佐
々
木
房
江
氏
︼
を
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
適

任
と
決
し
た
。

震災復旧、台風復旧
　　　　  急ピッチで
震災復旧、台風復旧
　　　　  急ピッチで
震災復旧、台風復旧
　　　　  急ピッチで



問

答

問

問

答

答

問

問

問

答 問

問

問

答
答

問

問

問 問 答

答 問 答答

南三陸町議会だより 第59 号 ●10南三陸町議会だより 第59 号●11

海の幸

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
東
京

一
極
集
中
是
正
の
声
が
高
ま

っ
て
い
る
。
人
口
減
少
が
著

し
い
本
町
で
は
、
移
住
に
関

心
を
持
つ
若
者
を
受
け
入
れ

る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
ま

ち
の
魅
力
を
ど
う
発
信
し
て

い
く
の
か
。

　
　

内
閣
府
に
よ
る
と
、
東

京
都
に
住
む
20
代
の
35
％
が

﹁
地
方
移
住
に
関
心
が
高
ま

っ
た
﹂
と
回
答
し
て
い
る
。

本
町
で
は
移
住
・
定
住
支
援

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

情
報
発
信
し
て
い
る
。

　
　

移
住
・
定
住
の
一
番
の

不
安
は
、
地
方
に
仕
事
が
な

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
︵
遠
隔
勤

務
︶
に
限
定
し
て
募
集
す
れ

ば
、
仕
事
に
対
す
る
不
安
は

解
消
さ
れ
る
と
思
う
が
。

　
　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
限
定

と
な
る
と
、
施
設
や
環
境
面

答

答

遠
隔
勤
務
者
の
移
住
受
入
強
化
を

町
長
　
幅
広
く
受
け
入
れ
て
い
く

人口対策
答

答

答

問

答

問

答

答
　
　

現
在
、
待
機
児
童
は
何

人
い
る
の
か
。

　
　

志
津
川
で
は
な
く
入
谷

な
ら
可
、
な
ど
、
希
望
の
施

設
以
外
で
な
ら
受
け
入
れ
ら

れ
る
﹁
保
留
﹂
は
13
人
。
町

内
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

﹁
待
機
児
童
﹂
は
２
人
。

　
　

希
望
通
り
の
場
所
で
保

育
を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

が
こ
れ
だ
け
い
る
の
は
大
き

な
問
題
。
要
因
は
。

　
　

施
設
に
よ
っ
て
希
望
者

数
に
偏
り
が
あ
る
。
志
津
川
、

伊
里
前
保
育
所
は
満
員
。
３

歳
未
満
の
入
所
希
望
も
多
く
、

昨年のクリスマス。「子は町の宝」

答 問

感
染
症
予
防
に
必
要
な
物
資
の

確
保
を

黒崎地区より

答

文
言
で
保
護
者
へ
メ
ー
ル
で

周
知
し
た
。
調
査
の
結
果
、

児
童
・
生
徒
に
濃
厚
接
触
者

は
な
く
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結

果
、
教
職
員
に
も
陽
性
者
は

い
な
か
っ
た
。
消
毒
作
業
は

教
職
員
で
お
こ
な
っ
た
。

　
　

消
毒
の
費
用
は
自
前
で

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。

の
整
備
が
必
要
と
な
る
。
コ

ロ
ナ
終
息
後
も
見
据
え
た
検

討
が
必
要
だ
。

　
　

こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ
住

ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
る
一

つ
に
、
新
鮮
な
海
や
山
の
幸

を
た
ら
ふ
く
食
べ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
要
件
を
満
た
せ

ば
漁
協
の
准
組
合
員
の
資
格

取
得
も
可
能
で
、
副
業
と
し

て
大
き
な
魅
力
と
思
う
が
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
本
町
に
誘

客
を
行
う
際
に
は
、
地
域
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
美
味
し
い

海
産
物
、
農
産
物
を
売
り
に

し
て
き
て
い
る
。
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
に
限
定
せ
ず
、
従
来

通
り
続
け
て
い
く
。

　
　

全
国
的
な
競
争
で
他
と

の
差
別
化
が
必
要
だ
。
本
町

で
宅
地
に
一
番
適
し
て
い
る

の
は
黒
崎
地
区
で
あ
る
。
夏

は
南
風
で
涼
し
く
、
冬
は
北

風
が
入
ら
ず
比
較
的
温
暖
で
、

海
が
一
望
で
き
る
最
高
の
宅

地
に
な
る
。
整
備
を
し
て
移

住
者
を
迎
え
て
は
ど
う
か
。

コ
ロ
ナ
、
第
二
波
へ
の
備
え
は

町
長
　
物
資
供
給
の
協
定
締
結
な
ど
、

　
　
　
十
分
な
備
え
が
あ
る

コロナ
　
　

新
た
な
土
地
の
造
成
は

難
し
い
が
、
今
度
、
３
棟
の

ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
を
新
設
し
て
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
︵
働
き
な

が
ら
休
暇
を
取
る
︶
も
想
定

し
た
利
用
や
空
き
家
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。

　
　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
し

て
い
る
企
業
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連

や
大
手
企
業
で
高
所
得
者
層

が
多
く
、
多
少
の
投
資
は
や

む
を
得
な
い
こ
と
と
思
う
。

地
方
創
生
の
財
源
で
予
算
化

は
で
き
な
い
か
。

　
　

確
か
に
在
宅
・
遠
隔
勤

務
を
し
て
い
る
の
は
大
手
企

業
で
、
経
済
的
に
は
望
ま
し

い
形
の
一
つ
と
考
え
る
が
、

総
合
的
な
判
断
が
必
要
だ
。

国
の
予
算
は
﹁
二
地
域
居
住

の
推
進
﹂
や
﹁
地
方
で
の
兼

業
・
副
業
支
援
強
化
﹂
な
ど

一
極
集
中
是
正
に
向
け
た
事

業
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
誘
致
で
移
住
者
の
増
加
を

図
れ
な
い
か
。

　
　

企
業
の
働
き
方
改
革
に

よ
り
、
近
年
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
は
増
加
し
て
い
る
。

遊
休
施
設
や
空
き
家
の
活
用

も
考
え
ら
れ
る
が
、
人
材
の

確
保
や
定
着
率
等
課
題
も
多

い
。
宿
泊
施
設
を
活
用
し
た

長
期
滞
在
に
つ
な
が
る
交
流

人
口
拡
大
に
努
め
る
。

　
　

水
産
大
学
等
と
連
携
し

て
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
　

入
谷
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
の
機
能
を
有
し
た

施
設
に
、
多
く
の
学
生
が
訪

れ
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

今
後
も
大
正
大
学
、
慶
応
義

塾
大
学
等
と
の
協
定
締
結
を

予
定
し
て
い
る
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

星 

喜
美
男 

議
員

一
般
質
問

後
藤 

伸
太
郎 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

と
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
生

徒
の
全
国
募
集
も
始
ま
る
が
、

地
元
中
学
か
ら
の
進
学
が
少

な
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
　

現
在
、
エ
ア
コ
ン
が
未

設
置
だ
が
。

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。

希
望
ど
お
り
の
保
育
を
受
け
ら
れ
る
町
へ

町
長
　
来
年
度
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す

保育教育

　
　

震
災
後
、
造
成
工
事
の

騒
音
対
策
と
し
て
一
度
設
置

さ
れ
た
が
、
リ
ー
ス
だ
っ
た

た
め
撤
去
さ
れ
た
。
今
後
設

置
さ
れ
る
見
込
み
。

　
　

備
蓄
は
十
分
か
。

　
　

マ
ス
ク
９
７,

０
０
０

枚
、
消
毒
液
１
６
０
本
な
ど
、

学
校
や
避
難
所
も
含
め
十
分

な
量
が
あ
る
。
コ
メ
リ
、
生

協
と
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
で
、

緊
急
時
に
は
必
要
な
物
資
を

供
給
し
て
も
ら
え
る
。

　
　

情
報
開
示
の
体
制
整
備

な
ど
、
安
心
を
確
保
す
る
た

め
の
備
え
も
大
切
だ
が
。

　
　

県
の
方
針
に
従
う
こ
と

が
基
本
。
い
じ
め
防
止
な
ど

の
啓
発
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
　

さ
ん
さ
ん
商
店
街
へ
の

落
書
き
と
い
う
、
心
な
い
行

為
が
あ
っ
た
。
感
染
の
疑
い

が
あ
っ
て
も
隠
そ
う
と
し
て

し
ま
う
人
が
出
て
く
る
こ
と

を
懸
念
す
る
が
。

　
　

そ
れ
は
絶
対
に
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
。
症
状
が
出

た
場
合
に
は
正
直
に
受
診
し

て
ほ
し
い
。

問答 問答

問

人
手
の
確
保
も
困
難
。
保
育

料
の
無
償
化
な
ど
、
子
ど
も

を
預
け
や
す
く
な
っ
た
こ
と

も
背
景
に
あ
る
。

　
　

対
策
は
。

　
　

定
員
に
余
裕
の
あ
る
施

設
へ
誘
導
す
る
と
と
も
に
、

混
合
ク
ラ
ス
の
編
成
や
補
助

員
の
配
置
な
ど
で
対
応
。

　
　

人
手
不
足
対
策
は
。

　
　

補
助
員
の
資
格
取
得
は

通
信
教
育
で
も
可
能
な
の
で
、

支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

来
年
度
、
こ
の
待
機
児

童
の
数
を
ど
こ
ま
で
減
ら
す

こ
と
を
目
標
と
す
る
か
。

　
　

ゼ
ロ
を
目
指
す
。

　
　

８
月
初
旬
、
学
校
関
係

者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
が
、

対
応
の
詳
細
は
。

　
　

そ
の
日
の
う
ち
に
４
校

の
休
校
を
決
め
、
統
一
し
た

　
　

民
間
へ
の
助
成
も
制
度

化
し
、
補
正
計
上
す
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
し

て
前
倒
し
で
導
入
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
だ
が
、
上
手
に
活
用

す
る
準
備
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　

十
分
で
は
な
い
が
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
る
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
先

進
地
視
察
も
実
施
し
た
い
。

リ
モ
ー
ト
学
習
、
外
国
語
学

習
や
地
域
学
習
へ
の
活
用
な

ど
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

志
津
川
高
校
の
魅
力
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　
　

魅
力
化
構
想
を
取
り
ま



答 答問

問 答 問

問

問

答問

問

答
答

答

問
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長須賀海水浴場復活大作戦

答

答
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
の
夏

は
全
国
的
に
水
泳
が
し
に
く

い
環
境
に
な
っ
た
。
サ
ン
オ

ー
レ
袖
浜
も
開
設
が
中
止
に

な
っ
た
が
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
と
サ
ン
オ

ー
レ
袖
浜
海
水
浴
場
運
営
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
短

縮
し
て
16
日
間
開
設
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、
県
内
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
た
た
め
遊

泳
禁
止
と
し
た
。

　
　

遊
泳
禁
止
の
中
で
も
遊

泳
す
る
人
を
多
く
見
た
が
、

容
認
し
た
の
か
。

　
　

大
き
な
看
板
を
立
て
た

が
、
一
部
で
ル
ー
ル
無
視
の

利
用
が
見
受
け
ら
れ
た
た
め

監
視
員
に
よ
る
注
意
喚
起
を

行
っ
た
。

　
　

林
際
町
民
プ
ー
ル
も
開

設
中
止
に
な
っ
た
。
周
知
は

充
分
だ
っ
た
か
。

　
　

例
年
35
日
間
程
度
開
放

問 答

コ
ロ
ナ
禍
で
水
泳
が
で
き
な
く
な
っ
た
が

町
長
　
　
県
内
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
で
遊
泳
禁
止
に

教
育
長
　
温
水
プ
ー
ル
開
設
は
困
難

水泳環境

コロナ禍のサンオーレ袖浜

し
、
幼
児
小
中
学
生
を
中
心

に
約
４
０
０
名
の
利
用
が
あ

る
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
と
っ
た

上
で
期
間
短
縮
し
開
設
す
る

予
定
だ
っ
た
が
、
県
内
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
で
中
止
と
し
た
。

防
災
無
線
と
各
学
校
を
通
じ

て
周
知
し
た
。

　
　

林
際
は
入
谷
の
里
山
を

感
じ
ら
れ
る
日
本
の
原
風
景

で
あ
る
。
森
林
浴
も
可
能
で

イ
ン
ス
タ
映
え
も
す
る
。
さ

ん
さ
ん
館
も
あ
り
、
観
光
客

の
プ
ー
ル
利
用
も
望
め
る
の

で
は
。

　
　

駐
車
場
は
校
庭
部
分
だ

け
な
の
で
、
町
民
利
用
を
考

え
て
い
る
。
町
外
の
方
々
に

は
視
線
は
向
け
て
い
な
い
。

　
　

南
三
陸
町
は
、
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
を
目
指

し
な
が
ら
復
興
を
進
め
て
い

る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
や
ペ
レ
ッ

ト
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル

の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

　
　

二
酸
化
炭
素
削
減
は
図

れ
る
が
、
バ
イ
オ
ガ
ス
や
ペ

レ
ッ
ト
熱
源
の
場
合
の
費
用

対
効
果
等
の
検
証
が
で
き
な

い
。
多
額
の
建
設
費
と
維
持

管
理
費
用
を
要
す
る
た
め
困

難
で
あ
る
。

　
　

第
２
庁
舎
第
３
庁
舎
を

解
体
し
整
地
し
た
後
に
、
文

部
科
学
省
の
補
助
事
業
を
申

請
し
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
を

検
討
し
て
は
。

　
　

過
去
の
議
論
の
中
で
は
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
よ
り
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
が

大
き
い
と
の
見
積
も
り
に
な

っ
た
。

　
　

長
須
賀
海
水
浴
場
が
整

備
さ
れ
ず
、
歌
津
に
水
泳
場

所
が
な
い
。
平
成
の
森
の
こ

こ
ろ
の
湯
を
温
水
プ
ー
ル
に

改
造
で
き
な
い
の
か
。

　
　

施
設
維
持
の
固
定
費
が

そ
の
ま
ま
指
定
管
理
料
に
跳

ね
返
っ
て
く
る
。
手
が
出
せ

な
い
。
登
米
市
の
市
民
プ
ー

ル
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー

か
ら
は
無
料
バ
ス
が
週
１
回

運
行
さ
れ
て
い
る
。
石
巻
市

と
気
仙
沼
市
に
も
民
間
の
施

設
が
あ
り
、
当
町
の
水
泳
環

境
は
悪
く
な
い
と
考
え
る
。

　
　

小
中
学
校
の
水
泳
授
業

の
現
状
は
。

　
　

中
学
校
に
は
プ
ー
ル
は

な
い
が
、
水
泳
の
心
得
と
し

て
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

小
学
校
に
は
プ
ー
ル
は
あ
る

が
、
今
夏
は
水
泳
授
業
を
行

わ
ず
安
全
指
導
と
し
た
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク

ー
ル
の
一
環
と
し
て
、
学
校

プ
ー
ル
を
一
般
町
民
に
開
放

で
き
な
い
か
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク

ー
ル
の
重
点
は
学
校
支
援
に

あ
り
、
一
般
町
民
へ
の
プ
ー

ル
開
放
は
考
え
て
い
な
い
。

人
材
確
保
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
り
現
時
点
で
は
難
し
い
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

倉
橋 

誠
司 

議
員

一
般
質
問

佐
藤 

雄
一 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。
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農
業
観
光
を
推
進
し
て
い
く
考
え
は

町
長
　
厳
し
い
現
実
は
従
来
か
ら
認
識
し
て
い
る

農業観光

工事が進む入谷公民館進入道路

答

答

答
　
　

地
域
住
民
と
保
管
農
家

に
対
し
て
、
安
全
・
安
心
を

担
保
と
し
た
丁
寧
な
説
明
が

行
わ
れ
て
き
た
か
。

　
　

今
年
に
入
り
３
月
、
６

月
、
８
月
と
３
回
に
わ
た
り

実
施
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の

検
査
に
お
い
て
も
牧
草
や
付

近
の
水
か
ら
も
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
な
い
旨
を

管
理
農
家
に
対
し
て
伝
え
た
。

　
　

現
在
保
管
し
て
い
る
農

家
の
数
と
保
管
量
は
。

　
　

農
家
の
数
は
15
軒
、
保

管
量
は
約
２
８
０
ｔ
。
再
梱

包
は
一
律
で
は
な
い
が
、
１

７
０
０
個
。

　
　

安
全
性
は
担
保
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
　

牧
草
に
つ
い
て
は
、
牛

に
餌
と
し
て
与
え
て
も
よ
い

と
の
回
答
を
県
よ
り
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

処
理
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

処
理
方
法
の
計
画
は
。

　
　

今
回
の
実
験
の
結
果
を

踏
ま
え
、
国
の
補
助
金
を
活

用
し
た
う
え
で
、
各
保
管
農

問

す
き
込
み
の
実
験
結
果
と
今
後
の
処
理
対
応
は

町
長
　
一
日
も
早
い
汚
染
牧
草
問
題
の
解
消
を
目
指
す

環境問題

処理を待つ汚染稲わら

　
　

先
の
議
会
に
お
い
て
工

事
契
約
が
締
結
さ
れ
、
締
結

さ
れ
た
工
事
が
最
近
に
な
っ

て
始
ま
っ
た
。
遅
れ
た
原
因

は
。

　
　

昨
年
の
台
風
19
号
の
大

雨
に
よ
っ
て
学
校
施
設
の
一

部
が
被
災
し
た
こ
と
か
ら
、

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
校
庭
の
災
害
復
旧
工

事
を
先
行
し
た
。

　
　

地
区
の
避
難
場
所
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
ス

ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
る
幅
員

に
な
っ
て
い
る
か
。
工
期
は
。

　
　

道
路
幅
員
は
全
幅
で
５

ｍ
。
工
期
は
12
月
ま
で
。

　
　

通
学
路
の
危
険
な
ブ
ロ

家
等
の
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
計
画
的
に
す
き
込
み
を

実
施
し
て
い
く
。
一
日
も
早

い
汚
染
牧
草
問
題
の
解
消
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　

拡
散
拡
大
を
し
な
い
で

一
カ
所
に
集
め
て
、
集
中
的

に
す
き
込
み
を
し
た
ほ
う
が

手
っ
取
り
早
い
と
思
う
が
。

　
　

町
と
し
て
も
で
き
れ
ば

20
・
30
ｔ
と
処
理
で
き
る
広

い
場
所
で
の
す
き
込
み
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ト
ン
ネ
ル
内
の
汚
染
稲

わ
ら
の
今
後
の
処
理
計
画
は
。

　
　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

入
谷
小
学
校
周
辺
道
路
の
整
備
と

拡
幅
工
事
を
早
急
に

町
長
　
本
格
的
に
着
手
し
て
早
期
の
完
成
を
目
指
す

道路整備

処
理
を
す
る
の
か
、
方
向
性

は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

　
　

観
光
立
町
と
し
て
農
業

観
光
を
推
進
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

　
　

交
流
を
目
的
と
し
た
民

泊
体
験
は
非
常
に
関
心
を
高

め
て
お
り
、
中
山
間
地
域
の

振
興
に
寄
与
す
る
取
り
組
み

ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
県
の
調

査
で
は
南
三
陸
町
が
最
も
該

当
場
所
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
。

　
　

９
件
を
調
査
し
て
、
７

件
が
危
険
と
判
断
さ
れ
た
。

県
か
ら
所
有
者
に
改
善
の
連

絡
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　

国
で
も
観
光
に
よ
る
地

方
創
生
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
積
極
的
に
町
で
も
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　
　

工
房
の
も
の
づ
く
り
学

習
、
農
業
体
験
だ
け
で
な
く
、

農
業
交
流
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

畑
総
事
業
の
施
設
が
、

洪
水
の
よ
う
に
流
れ
込
む
雨

で
農
作
物
に
被
害
を
も
た
ら

す
状
況
を
判
断
し
て
、
整
備

も
必
要
と
思
う
が
。

　
　

何
十
年
と
年
数
が
経
過

し
て
い
る
現
状
も
あ
る
。
引

き
続
き
、
町
と
し
て
も
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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伝
承
館
の
名
称
募
集
の

結
果
は
。

　
　

一
回
目
の
募
集
資
格
を

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
と

し
た
の
で
、
30
名
の
件
数
に

と
ど
ま
っ
た
。
二
次
募
集
で

は
１
カ
月
延
長
し
、
全
国
を

対
象
と
し
、
４
８
０
件
が
集

ま
っ
た
。
町
民
か
ら
は
２
８

０
件
と
な
っ
た
。

　
　

名
称
の
骨
子
案
で
は

﹁
南
三
陸
３
１
１
メ
モ
リ
ア

ル
交
流
館
﹂
だ
っ
た
が
。

　
　

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
、
最
終

的
に
は
道
の
駅
推
進
協
議
会

で
決
定
。
住
民
と
の
意
見
交

換
会
で
は
、
仙
台
に
あ
る
名

称
を
も
じ
り
、
仮
称
と
し
た
。

　
　

伝
承
館
の
内
容
に
、
戸

倉
小
学
校
の
被
災
校
舎
か
ら

の
避
難
行
動
の
表
現
は
。

　
　

ロ
ン
グ
バ
ー
ジ
ョ
ン
映

像
で
、
詳
し
く
当
時
の
子
供

た
ち
の
姿
を
説
明
し
て
い
る
。

　
　

南
三
陸
町
道
の
駅
整
備

推
進
協
議
会
委
員
名
簿
に
、

逝
去
さ
れ
た
方
や
退
会
さ
れ

た
方
の
名
前
が
あ
る
が
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　
　

隈
研
吾
氏
の
伝
承
館
の

説
明
で
は
、
祈
念
公
園
は
道

の
駅
構
想
の
一
部
と
言
う
が
。

　
　

祈
念
公
園
と
道
の
駅
は

別
で
、
商
店
街
と
伝
承
館
を

合
わ
せ
て
道
の
駅
と
し
て
建

設
し
て
い
る
。

　
　

説
明
会
で
語
り
部
を
し

て
い
る
町
民
の
方
が
﹁
私
も

どれだけの生徒が、理解できているのだろう

答

問

答

問

道の駅に整備される伝承館の建設用地

参
加
し
た
い
﹂
と
言
っ
て
い

る
が
、
可
能
か
。

　
　

伝
承
館
施
設
は
管
理
委

託
を
か
け
受
託
者
の
管
理
で
、

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
自
主
事

業
と
し
て
、
語
り
部
と
の
連

携
も
可
能
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
る
。

　
　

町
長
の
震
災
遺
物
の
差

別
化
と
は
。

　
　

大
川
小
学
校
や
気
仙
沼

向
洋
高
校
な
ど
、
圧
倒
的
な

震
災
被
害
を
指
し
、
積
極
的

に
町
で
関
わ
る
話
で
は
な
い
。

　
　

商
店
街
か
ら
海
に
つ
な

が
る
﹁
し
お
さ
い
通
り
﹂
と

﹁
海
辺
の
広
場
﹂
の
整
備
は
。

　
　

令
和
２
年
か
ら
４
年
の

３
年
間
で
都
市
再
生
整
備
計

画
で
進
め
て
い
る
。
計
画
に

基
づ
い
て
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
す
る
。

　
　

道
の
駅
に
町
の
農
産
品

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

須
藤 

清
孝 

議
員

一
般
質
問

千
葉 

伸
孝 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

の
販
売
ス
ペ
ー
ス
と
参
入
農

家
の
拡
大
を
。

　
　

商
店
街
の
マ
ル
シ
ェ
で

扱
っ
て
お
り
、
23
人
の
方
が

出
品
し
て
い
る
。

　
　

他
の
農
家
の
持
込
み
は
。

　
　

体
制
は
整
っ
て
い
る
の

で
、
ど
う
ぞ
置
い
て
下
さ
い

と
言
っ
て
い
る
。

　
　

町
民
の
買
い
物
の
場
と

し
て
、
利
用
率
は
。

　
　

町
外
か
ら
の
来
場
者
が

７
〜
８
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

来
年
10
月
オ
ー
プ
ン
予

定
の
伝
承
館
だ
が
、
来
場
者

の
想
定
は
。

　
　

約
４
万
人
と
し
て
い
る
。

　
　

伝
承
館
の
来
場
者
の
有

料
無
料
の
境
は
。

　
　

防
災
を
中
心
と
し
た
学

習
施
設
部
分
が
有
料
で
、
町

民
も
含
め
た
語
ら
い
の
広
場

を
無
料
ス
ペ
ー
ス
と
し
た
。

　
　

伝
承
館
の
展
望
台
は
２

階
で
、
足
の
弱
い
方
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
上
が
れ
る
が
、

築
山
の
高
さ
と
の
関
係
は
。

　
　

築
山
は
海
抜
20
ｍ
で
、

展
望
台
は
18
ｍ
と
し
た
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
商

店
街
の
来
場
者
の
確
保
と
経

済
回
復
へ
の
町
の
対
策
は
。

　
　

10
割
増
し
の
﹁
て
ん
こ

盛
り
商
品
券
﹂
に
よ
り
、
地

域
の
宿
泊
業
・
飲
食
業
の
大

き
な
手
助
け
と
な
る
。

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。
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農
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町
長
　
ど
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ち
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校
則
の
運
用
に
お
い
て

の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　
　

﹁
学
校
生
活
の
決
ま

り
﹂
と
し
て
、
生
徒
や
保
護

者
に
示
し
て
い
る
。
生
徒
会

活
動
、
保
護
者
会
な
ど
で
意

見
を
聞
き
、
毎
年
柔
軟
に
見

直
し
と
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　

校
則
の
受
け
止
め
方
は
一

様
で
は
な
い
。
健
全
に
成
長

す
る
た
め
の
指
針
と
な
っ
て

い
る
か
を
基
準
と
し
て
、
見

直
し
と
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

本
音
を
言
え
な
い
生
徒

も
い
る
。
具
体
的
な
調
査
は
。

　
　

具
体
的
な
手
法
は
把
握

し
て
な
い
が
、
先
生
た
ち
は
、

生
徒
た
ち
の
気
持
ち
を
十
分

汲
み
取
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
　

も
う
一
度
確
認
す
る
。

生
徒
か
ら
の
声
は
上
が
っ
て

来
て
い
な
い
と
い
う
見
解
か
。

　
　

校
則
に
つ
い
て
は
様
々

あ
る
よ
う
だ
。
髪
型
に
関
し

て
は
な
い
と
把
握
し
て
い
る
。

　
　

校
則
が
細
分
化
さ
れ
、

よ
り
厳
し
く
窮
屈
だ
と
感
じ

て
い
る
生
徒
が
い
る
の
で
は
。

　
　

以
前
よ
り
は
自
主
性
を

与
え
、
持
ち
物
な
ど
自
由
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
分
、
さ

ま
ざ
ま
な
決
ま
り
が
増
え
、

そ
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て

い
る
の
だ
と
思
う
。

　
　

校
則
は
あ
て
が
わ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分

た
ち
の
も
の
と
し
て
捉
え
、

内
面
的
な
自
覚
を
促
せ
る
の

が
理
想
的
だ
。
実
際
に
は
校

答

問

則
と
い
う
も
の
を
通
し
て
、

大
人
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞

く
生
徒
に
し
て
し
ま
っ
て
い

る
一
面
も
あ
る
の
で
は
。

　
　

生
活
の
中
で
、
決
ま
り

を
守
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
上
か
ら
の
決
ま
り

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
自

身
が
決
め
た
決
ま
り
を
守
っ

て
行
く
こ
と
が
、
と
て
も
大

切
で
、
そ
の
決
ま
り
を
柔
軟

に
改
善
す
る
余
地
は
生
徒
た

ち
に
担
保
し
て
あ
る
。

　
　

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
を
禁
止

し
て
い
る
理
由
と
、
改
善
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　

義
務
教
育
の
段
階
で
は

あ
る
程
度
の
決
ま
り
は
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
自
立
心
を

育
て
る
た
め
、
生
徒
自
身
が

中
学
生
ら
し
い
髪
型
を
考
え
、

集
団
生
活
の
場
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
な
の
か
を
判
断
し
て

行
く
こ
と
が
大
切
だ
。
生
徒

や
保
護
者
の
考
え
方
な
ど
を

踏
ま
え
、
子
ど
も
の
成
長
を

第
一
に
考
え
た
見
直
し
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
　

校
則
に
明
文
化
さ
れ
た

の
は
い
つ
ご
ろ
か
。

　
　

時
期
は
把
握
し
て
い
な

い
。
学
校
で
は
奇
抜
な
髪
型

の
例
と
し
て
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、

モ
ヒ
カ
ン
、
ア
シ
ン
メ
ト
リ

ー
と
い
う
３
つ
の
髪
型
を
提

示
し
て
い
る
。

　
　

内
心
で
は
校
則
の
現
状

に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
教
師

も
い
る
の
で
は
な
い
か
。
き

ち
ん
と
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　

髪
型
に
限
っ
て
把
握
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
全
体
的
な
こ
と
と
し
て

学
年
部
会
な
ど
で
毎
回
議
論

し
、
学
校
評
価
を
行
な
っ
て

い
る
。
そ
の
上
で
共
通
事
項

と
し
、
教
育
に
励
ん
で
い
る
。

　
　

平
成
初
期
、
国
が
動
き

頭
髪
の
自
由
化
が
進
み
、
当

時
の
先
生
方
は
、
生
徒
を
議

論
す
る
場
に
導
い
た
。
置
き

勉
の
緩
和
も
含
め
、
国
の
通

知
が
な
い
と
動
け
な
い
の
か
。

　
　

当
時
、
生
徒
指
導
の
あ

り
方
が
変
わ
り
、
学
校
が
大

き
く
変
わ
っ
た
。
国
の
方
針
、

後
ろ
盾
が
あ
る
こ
と
で
自
信

を
持
っ
て
教
育
改
革
が
で
き

る
。
置
き
勉
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
変
え
て
い
く
。

生
徒
が
感
じ
る
矛
盾
に
、
ど
の
よ
う
に
応
え
る

教
育
長
　
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
対
応
で
き
る
姿
勢
を
整
え
て
い
く

校則の運用

問

問

心の声が聴こえるのなら導いてほしい



問

問
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答
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問

問

答
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問
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答
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問

問

答

答
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答

答
　
　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
衛

生
管
理
制
度
が
来
年
６
月
ま

で
に
完
全
義
務
化
さ
れ
る
が
、

当
町
に
お
け
る
事
業
者
へ
の

指
導
・
支
援
・
対
応
は
。

　
　

県
で
は
導
入
支
援
制
度

を
創
設
し
て
応
援
し
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
で
は
導
入
の
た

め
の
事
業
者
別
手
引
書
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

　
　

実
際
に
来
年
６
月
ま
で
、

ど
の
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
な

ど
を
伝
え
て
い
く
の
か
。

　
　

こ
の
制
度
は
事
業
者
自

身
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
組

む
も
の
で
、
必
要
な
情
報
は

町
か
ら
も
提
供
す
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
衛
生
管
理

は
、
抜
き
取
り
検
査
に
よ
る

食
品
の
安
全
管
理
だ
っ
た
。

今
回
、
こ
の
制
度
の
導
入
で

商
品
を
出
荷
す
る
ま
で
の
各

工
程
、
例
え
ば
原
材
料
の
受

け
入
れ
、
前
処
理
、
加
工
、

最
終
検
査
を
し
て
出
荷
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
最
終
検
査
の
と

き
の
抜
き
取
り
検
査
だ
け
で

問答 答

答

来
年
６
月
ま
で
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
は

町
長
　
必
要
な
情
報
は
町
か
ら
も
提
供

完全義務化
答

答

答

問

答

問

答

答
　
　

１
億
５
千
万
円
予
算
化

し
た
券
の
中
身
は
。

　
　

最
初
は
、
１
万
円
で
２

万
円
利
用
で
き
る
券
を
町
民

向
け
に
発
行
。
次
に
、
７
５

０
０
セ
ッ
ト
を
町
内
外
問
わ

ず
、
２
万
５
千
円
で
５
万
円

ま
で
。

　
　

臨
時
会
で
は
９
千
セ
ッ

ト
町
民
向
け
、
６
千
セ
ッ
ト

が
町
外
用
と
説
明
さ
れ
た
が
、

今
半
分
ず
つ
と
知
っ
た
。
ど

ん
な
販
売
方
法
な
の
か
。

　
　

９
月
23
日
か
ら
町
民
向

け
に
販
売
。
10
月
１
日
か
ら

２
月
28
日
ま
で
利
用
で
き
る
。 　

　

昨
年
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
は
売
れ
行
き
が
悪
く
、

６
４
４
万
円
の
不
用
額
を
出

し
た
。

　
　

あ
れ
は
国
の
制
度
で
25

％
増
し
で
あ
っ
た
の
で
、
今

回
の
も
の
と
は
比
べ
物
に
な

ら
な
い
。

　
　

２
０
０
万
円
の
所
得
者

が
約
80
％
い
る
の
で
、
買
え

てんこ盛り商品券の受付

答 問

抜き取り検査から、予防を重視した
安全の取り組みへ

問

　
　

よ
う
や
く
残
土
も
な
く

な
っ
て
き
た
旧
戸
倉
小
学
校

付
近
の
今
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
そ
の
構
想
は
。

　
　

町
有
地
と
民
有
地
が
モ

ザ
イ
ク
状
に
点
在
し
、
さ
ら

に
災
害
危
険
区
域
に
設
定
さ

れ
て
お
り
、
利
用
ニ
ー
ズ
の

低
下
で
活
用
は
困
難
だ
。

　
　

農
地
が
集
約
化
さ
れ
た

よ
う
に
、
買
い
取
っ
た
土
地

も
何
か
を
も
っ
て
集
約
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

国
の
ほ
う
に
は
お
願
い

し
て
い
る
。
集
約
し
な
い
と

有
効
利
用
は
難
し
い
。

　
　

こ
の
ま
ま
で
は
、
雑
草

な
ど
で
荒
れ
放
題
に
な
る
の

で
は
。

　
　

す
べ
て
が
終
わ
っ
た
後

の
管
理
は
、
直
営
班
な
ど
職

員
対
応
で
除
草
等
し
て
い
く
。

買
い
上
げ
た
土
地
に
つ
い
て

は
管
理
す
る
が
、
民
有
地
に

つ
い
て
は
難
し
い
。
実
は
以

前
、
太
陽
光
発
電
の
話
が
来

た
と
き
、
入
谷
の
山
頂
を
削

っ
て
や
る
と
い
う
と
き
、
自

然
環
境
を
思
い
反
対
し
、
こ

こ
だ
っ
た
ら
Ｏ
Ｋ
と
言
っ
た

の
が
旧
戸
倉
小
学
校
跡
地
付

近
で
、
当
時
か
ら
復
興
の
工

事
中
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

　
　

折
立
の
橋
付
近
、
45
号

線
沿
い
の
買
い
取
り
地
の
活

用
方
法
は
。

　
　

狭
隘
な
土
地
条
件
に
加

え
、
再
度
の
造
成
が
必
要
に

な
る
な
ど
、
積
極
的
に
進
め

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
だ
。

　
　

さ
わ
や
か
公
園
に
今
後
、

ア
サ
リ
の
と
れ
る
海
辺
を
復

な
い
人
も
い
る
。
大
風
呂
敷

を
広
げ
過
ぎ
で
は
な
い
か
。

身
の
丈
が
大
事
と
思
う
が
。

　
　

以
前
の
４
割
増
し
商
品

券
の
と
き
は
10
日
で
完
売
し

た
。
今
回
は
、
町
民
向
け
に

先
行
販
売
す
る
こ
と
が
改
善

点
で
あ
る
。

　
　

移
住
定
住
に
１
千
万
円

予
算
化
し
た
が
、
内
容
は
。

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程

で
食
品
の
安
全
の
重
要
ポ
イ

ン
ト
を
特
定
し
、
確
実
に
安

全
管
理
を
す
る
。
問
題
の
検

出
ス
タ
イ
ル
か
ら
予
防
を
重

視
す
る
取
り
組
み
だ
が
、
導

入
の
た
め
、
事
業
者
は
お
金

が
か
か
る
の
で
は
と
不
安
も

あ
る
が
。

　
　

ハ
ー
ド
の
整
備
よ
り
ソ

フ
ト
面
で
の
対
応
で
、
大
き

く
負
担
は
伴
わ
な
い
。

　
　

義
務
化
で
、
営
業
停
止

な
ど
の
違
反
の
罰
則
規
定
は
。

　
　

罰
則
規
定
は
な
い
。

旧
戸
倉
小
学
校
跡
地
付
近
の
今
後
の
利
活
用
は

町
長
　
か
つ
て
太
陽
光
発
電
の
話
が
町
に
あ
っ
た
と
き
、
こ
こ
な
ら
Ｏ
Ｋ
と
言
っ
た

自然的利用

　
　

こ
れ
か
ら
事
業
を
始
め

る
方
た
ち
に
対
し
て
は
。

　
　

今
回
の
改
正
で
、
こ
れ

ま
で
営
業
許
可
申
請
が
必
要

旧
す
る
取
り
組
み
も
あ
る
な

か
、
ト
イ
レ
の
必
要
性
も
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

あ
の
場
所
に
こ
だ
わ
ら

な
く
と
も
、
あ
そ
こ
か
ら
す

ぐ
上
に
行
け
ば
公
民
館
が
あ

り
、
公
民
館
の
ト
イ
レ
は
十

二
分
に
使
え
る
。

　　　　　　
　　　　　　

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

今
野 

雄
紀 

議
員

一
般
質
問

及
川 

幸
子 

議
員

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

　
　

空
き
家
を
改
修
し
、
定

住
促
進
住
宅
と
し
て
貸
し
出

し
、
家
賃
を
町
が
も
ら
う
。

　
　

現
在
何
軒
の
空
き
家
を

確
認
し
て
い
る
の
か
。

　
　

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　

非
常
に
残
念
で
あ
る
。

区
長
や
民
生
委
員
が
詳
し
い

の
で
、
活
用
し
て
は
と
提
言

し
て
い
る
。
知
恵
を
出
す
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
な
ど
も
検
討
す
べ
き
。

※本文は、原文のとおり掲載しています。※本文は、原文のとおり掲載しています。

全
世
帯
が
購
入
で
き
る
仕
組
み
に
す
べ
き
で
は

町
長
　﹁
て
ん
こ
盛
り
商
品
券
﹂
期
待
が
大

コロナ対策

だ
っ
た
34
の
業
種
以
外
に
も
、

す
べ
て
届
出
が
義
務
化
さ
れ

る
予
定
で
、
取
り
組
み
が
徹

底
さ
れ
る
。

問

問問

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
教
育
の
格
差

教
育
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
で
、

　
　 

　  

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
教
育
に

教育環境
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
時
の

入
札
方
法
と
今
後
の
運
用
は
。

　
　

制
限
付
き
一
般
競
争
入

札
と
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
や
コ
ロ
ナ
対
策
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
。

　
　

８
月
臨
時
会
で
７
０
０

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
備
品
と
、

通
信
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
１

億
円
の
議
決
を
し
た
が
、
性

質
が
違
う
の
に
な
ぜ
分
け
な

か
っ
た
の
か
。

　
　

利
便
性
の
高
い
Ｌ
Ｔ
Ｅ

方
式
を
と
り
、
備
品
と
役
務

提
供
を
一
括
し
、
事
業
者
が

移
動
体
通
信
事
業
者
に
限
ら

れ
る
の
で
制
限
付
き
と
し
た
。

　
　

１
社
だ
け
と
あ
る
が
、

見
積
も
り
合
わ
せ
や
入
札
調

書
は
取
っ
た
の
か
。

　
　

当
然
、
作
成
し
て
事
務

を
進
め
て
い
る
。

　
　

エ
ア
コ
ン
導
入
後
の
教

育
環
境
を
伺
う
。

　
　

生
徒
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
昨
年
、
町
内
各
学
校
に

１
１
５
台
を
設
置
。
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
よ
る
夏
休
み
短
縮

に
よ
っ
て
真
夏
の
暑
い
時
期

を
迎
え
て
い
る
が
、
良
好
な

環
境
で
授
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　

児
童
の
教
育
に
格
差
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
今
後

の
教
育
環
境
を
伺
う
。

　
　

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

同
じ
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
基
本
の
ア
プ
リ
が
入
っ

て
い
る
の
で
大
丈
夫
と
思
う
。

　
　

教
員
は
風
呂
敷
残
業
を

強
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

部
活
動
を
持
っ
て
い
る
と
特

に
大
変
と
聞
く
。
時
間
外
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

部
活
動
の
手
当
は
県
か

ら
適
切
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
使
い
方
で
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
な

る
と
文
科
省
は
言
っ
て
い
る
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
住
宅
を
移
住
者

に
貸
す
こ
と
が
先
と
思
う
。

何
か
復
興
事
業
を
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月
臨
時
議
会
・
９
月
定
例
議
会

８月臨時議会　議案一覧　６件

工事

工事

議案第７９号

議案第８０号

議案第８１号

議案第８２号

議案第８３号

議案第８４号

職員の特殊勤務手当に関する条例改正。

町道名足線外舗装補修工事を日建工業（株）と１億 5,400 万円で契約締結。
工期令和３年３月まで。→P.７

消防団用防火衣一式を（株）古川ポンプ製作所より 930 万円で購入。

教育用タブレット端末を（株）ＮＴＴドコモ東北支社より１億 670 万円で購入。
備品や通信サービスも含まれる。→P.７

令和２年度一般会計補正予算（第４号）。→P.７ 

令和２年度病院事業会計補正予算（第１号）。

（条例１件、工事１件、財産２件、予算２件）

条例

９月定例議会　議案一覧　４４件
（条例４件、工事１３件、人事６件、予算６件、報告２件、認定１０件、発議１件、その他２件）

条例 議案第８５号

議案第８６号

議案第８７号

議案第８８号

議案第８９号

議案第９０号

議案第９１号

議案第９２号

議案第９３号

議案第９４号

議案第９５号

議案第９６号

議案第９７号

議案第９８号

議案第９９号

議案第100号

議案第101号

手数料徴収条例の改正。 

病院事業使用料及び手数料条例の改正。 

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の改正。

都市公園条例の改正。

寄木橋及び町道寄木線外道路災害復旧工事を山庄建設（株）と 9,350 万円で
契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

弥惣川河川災害復旧工事を（株）山健重機と 5,610 万円で契約締結。
工期令和３年３月まで。→P.８

滝浜川河川災害復旧工事を（株）沼正工務店と 5,220 万円で契約締結。
工期令和３年３月まで。→P.８

在郷地区外１地区水産関係用地等整備工事を（株）丸正工業と 7,260 万円で
契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

町道平磯線道路改良工事を（株）タカノ鐵工と 1,630 万円増額し、
5,920 万円で変更契約締結。工期令和２年９月まで。→P.８

中橋地区築堤護岸工事を升川建設（株）と 2,110 万円増額し、
８億 4,540 万円で変更契約締結。工期令和２年９月まで。→P.８

韮浜漁港防潮堤工事を阿部伊・山庄ＪＶと 1,980 万円増額し、
26 億 3,840 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

館浜漁港防潮堤工事を山庄建設（株）と 2,240 万円増額し、
５億 6,730 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

細浦漁港防潮堤工事を渡辺土建・佐千代組ＪＶと 640 万円増額し、
34 億 4,340 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

荒砥漁港防潮堤工事を太田組・遠藤組ＪＶと 3,770 万円減額し、
16 億 2,490 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

折立漁港防潮堤左岸工事を只野組・丸正工業ＪＶと 6,130 万円減額し、
36 億 7,350 万円で変更契約締結。工期令和３年３月まで。→P.８

津ノ宮漁港防潮堤工事を只野建設・須藤建設ＪＶと 1,920 万円減額し、
５億 2,990 万円で変更契約締結。工期令和２年１２月まで。→P.８

権利の放棄。気仙沼・本吉地域広域行政事務組合ふるさと市町村圏基金を取り崩す。→P.８

条例

条例

条例

工事

工事

工事

工事

工事

財産

議案第102号

議案第103号

議案第104号

議案第105号

議案第106号

議案第107号

議案第108号

議案第109号

議案第110号

議案第111号

議案第112号

議案第113号

議案第114号

報告第　４号

報告第　５号

認定第　１号

認定第　２号

認定第　３号

認定第　４号

認定第　５号

認定第　６号

認定第　７号

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合規約の変更に関する協議。→P.８

教育委員会委員の任命。任期満了に伴い、佐藤眞理氏の後任に阿部麻帆氏を任命。→P.８ 

人権擁護委員の候補者の推薦。大山たつ子氏の任期満了に伴い、引き続き同氏を推薦。→P.８

人権擁護委員の候補者の推薦。任期満了に伴い、佐藤富俊氏の後任に
佐々木房江氏を推薦。→P.８ 

固定資産評価審査委員会委員の選任。西條勗氏の任期満了に伴い、引き続き
同氏を選任。→P.８ 

固定資産評価審査委員会委員の選任。及川透氏の任期満了に伴い、引き続き
同氏を選任。→P.８

固定資産評価審査委員会委員の選任。阿部和夫氏の任期満了に伴い、引き続
き同氏を選任。→P.８

令和２年度一般会計補正予算（第５号）。→P.９

令和２年度介護保険特別会計補正予算（第１号）。 

令和２年度市場事業特別会計補正予算（第１号）。 

令和２年度水道事業会計補正予算（第２号）。 

令和２年度病院事業会計補正予算（第２号）。 

令和２年度訪問看護ステーション事業会計補正予算（第１号）。 

令和元年度決算に基づく健全化判断比率について。 

令和元年度決算に基づく資金不足比率について。 

令和元年度一般会計歳入歳出決算の認定。→P.２ 

令和元年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定。→P.２  

令和元年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定。→P.２ 

令和元年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定。→P.２ 

令和元年度市場事業特別会計歳入歳出決算の認定。→P.２ 

令和元年度漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定。→P.２ 

令和元年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定。→P.２ 

令和元年度水道事業会計決算の認定。→P.２ 

令和元年度病院事業会計決算の認定。→P.２ 

令和元年度訪問看護ステーション事業会計決算の認定。→P.２ 

町道平磯線道路改良工事を遠藤・佐千代ＪＶと２億 3,650 万円で契約締結。
工期令和３年３月まで。→P.８

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税
財源の確保を求める意見書の提出について。→P.２1 

予算

予算

予算

予算

予算

予算

※採決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対。委員長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。

委員名

案件名

認定第２号

審  

査  

結  

果

採　決　結　果

反
　
　
対

　
　
　
　

賛
　
　
成

山  

内  

昇  

一

後
藤
清
喜

山
内
孝
樹

菅
原
辰
雄

星
喜
美
男

髙
橋
兼
次

今
野
雄
紀

村
岡
賢
一

及
川
幸
子

佐
藤
正
明

後
藤
伸
太
郎

千
葉
伸
孝

佐
藤
雄
一

倉
橋
誠
司

須
藤
清
孝

○○○○○○○

×

○○○○

×

○認定すべきもの   12　  ２

決算審査特別委員会

認定第　８号

認定第　９号

認定第１０号

議案第115号

発議第　４号

工事

発議

工事

工事

工事

工事

工事

予算

予算

財産

報告

工事

その他

その他

人事

報告

人事

人事

人事

人事

人事

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定



南三陸町議会だより 第59 号 ●20南三陸町議会だより 第59 号●21

○発議第４号

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財

源の確保を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民

生活への不安が続いている中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっ

ています。

　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇

用対策など喫緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地

方財政は、かつてない厳しい状況になることが予想されます。

　そこで、国に対し、次の事項を確実に実現されるよう、強く要望する意見書が議員発議で

提出され、可決されました。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
終
息
が
見
込
め
ず
、

南
三
陸
町
内
の
経
済
活
動
に

も
影
響
が
及
ん
で
い
る
状
況

の
中
で
、
昨
年
か
ら
検
討
し

て
い
る
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、

こ
の
ま
ま
検
討
を
進
め
る
べ

き
か
協
議
し
た
。

　
全
委
員
か
ら
意
見
を
聴
き
、

﹁
新
し
い
な
り
手
に
焦
点
を

合
わ
せ
れ
ば
、
定
数
削
減
は

新
規
参
入
に
と
っ
て
高
い
ハ

ー
ド
ル
に
な
る
﹂
﹁
改
選
時

期
を
考
え
れ
ば
、
十
分
な
準

備
期
間
が
必
要
だ
﹂
な
ど
の

環
境
を
十
分
に
整
え
る
べ
き

議員提出議案

１　地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確

　保・充実すること。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額

　の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。

２　地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮で

　きるよう、総額を確保すること。

３　令和２年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減

　収補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消

　費税を含め弾力的に対応すること。

４　税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、

　国税・地方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・

　継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。

５　特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺る

　がす見直しは、家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナ

　ウイルス感染症緊急経済対策として講じられた特例措置は、本来国庫補助金等に

　より対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって、確実

　に終了すること。

　提 出 先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

　　　　　　  厚生労働大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣、

　　　　　　  まち・ひと・しごと創生担当大臣

議会活性化特別委員会

通年議会・通年会期について勉強
　９月１０日の午後には、宮城県町村議会議長会から事務局長の村上惠造氏を講師

としてお招きし、通年議会・通年会期について研修会を開催しました。

　現在は定例会や臨時会のたびに招集されていますが、会期が通年となることで年

１回の招集となり、継続した議会活動ができるようになります。

　今回の研修で導入した場合のメリットやデメリットを教えていただきましたので、

今後も慎重に調査・検討を行いながら導入の可否を判断し、議会の機能を高める取

り組みを進めていきたいと思います。

議員報酬、協議を継続議員報酬、協議を継続
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
で
は
、
次
期
改
選
後
の
議
員
定
数
を
13
人

と
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
縮
小
さ
れ
る
議
会
構
成
で
の
委
員
会
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
同
様
に
、
無
投
票
だ
っ
た
前
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
を
重
く
受

け
止
め
、
若
い
世
代
の
参
画
を
促
す
た
め
の
環
境
整
備
を
目
的
と
し
て
、

議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

議
員
報
酬
に
つ
い
て
協
議

と
い
う
意
見
や
﹁
条
例
制
定

ま
で
は
時
間
が
あ
る
。
プ
ロ

セ
ス
を
考
え
、
タ
イ
ミ
ン
グ

を
計
る
べ
き
で
は
﹂
と
い
う

慎
重
な
意
見
も
あ
っ
た
。

　
最
終
的
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
な
ど
を
鑑
み
、
慎
重

に
協
議
す
べ
き
と
し
な
が
ら

も
、
若
い
世
代
の
参
画
を
促

す
環
境
整
備
も
必
要
だ
と
し

て
継
続
し
て
検
討
は
進
め
る

べ
き
と
の
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、
協
議
を
継
続
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

８
月
19
日

　
現
行
の
委
員
会
構
成
に
お

い
て
、
議
員
定
数
を
削
減
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
１
常
任
委

員
会
の
構
成
人
数
も
減
る
こ

と
か
ら
、
合
議
体
と
し
て
の

機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
検
討
を
行
っ
た
。
総
務
、

産
業
建
設
、
民
生
教
育
の
３

常
任
委
員
会
を
２
つ
に
再
編

し
、
新
た
に
議
会
広
報
特
別

委
員
会
を
常
任
委
員
会
と
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
今
後
は
、
各
委
員
会
の
名

称
や
所
管
を
検
討
し
、
縮
小

し
た
組
織
で
も
機
能
低
下
を

招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
な
議

会
構
成
を
決
定
す
る
。

組
織
体
制
を
検
討

９
月
10
日

意　見　書意　見　書
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

教育施設の活用と管理は

調査の目的

　震災復興交付金事業期間も残

すところあと半年。自立の道を

模索しなければならない中、人

口減少が加速し、感染症拡大に

よる経済への悪影響もある。持

続可能な町づくりのためには、

将来を見据えた財政状況の把握、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

　令和２年８月２４日、
役場にて、学校施設と社
会教育施設の維持管理経
費についてと、その活用
方法について、担当職員
から聞き取り調査をおこ
なった。

調査の概要

　南三陸町にとって女川原子力

発電所の安全性については、常

に注視すべき問題である。県内

における原子力災害対策重点区

域は７市町、約１９万８千人が

対象となっている。当町におい

ては一部圏内とはいえ、戸倉全

とりわけ震災後に大きく増大し

た町有財産の活用が重要である

ことから、今回は学校施設、社

会教育施設といった教育財産に

ついて調査をおこなうものであ

る。

三次元レーザー切断機導入も

産業建設
常任委員会

調査の概要

　令和２年８月１９日、
南三陸町総合体育館にて、
女川原子力発電所２号機
の再稼働に関する安全性
等について調査をおこな
った。

調査の目的

林業振興について
調査の目的

　自然の恩恵を受けて成り立っ

ている当町の産業であるが、町

の面積の約８割を占める森林は、

あらゆる産業分野の源であると

考える。

　平成２７年１０月にＦＳＣ国

際認証を取得し、町産材のブラ

ンド化を図る施策を展開してい

　令和２年８月２１日、
入谷ＹＥＳ工房において、
農林水産課職員及び入谷
ＹＥＳ工房代表者からＦ
ＳＣ材の利用促進に向け
た取り組みについて、聞
き取り調査をおこなうと
ともに、実際の取り組み
状況を現地視察した。

　教育総務課職員及び生涯学習

課職員から、教育財産の管理・

活用状況等について、聞き取り

調査をおこなった。

　学校施設関連では、各小中学

校毎の維持管理経費を精査し、

震災前のデータと比較しながら

検証したが、児童・生徒の数は

およそ半減しているが、維持管

理経費はほぼ横ばいという状況

総　務
常任委員会

であった。

　社会教育施設関連では、すべ

ての公民館、図書館の復旧が完

了したため、維持管理経費が震

災前と比較して大きく増大して

いる。ただし、利用者数、来館

調査の概要

　南三陸森林管理協議会として

ＦＳＣ国際森林認証を取得し、

南三陸町の山林を「宝の山」と

すべくアイデアを出している。

教育旅行へも取り組み、当町の

杉枝を利活用したスプーンなど

を手作りするワークショップは

好評であり、プロモーションビ

デオを作成し、コロナ禍でもリ

モート教室を実現している。

　三次元レーザー切断機やレー

ザープリンター、ＵＶプリンタ

ーを導入し、什器、記念盾、ピ

ンバッジ等の質の高い商品開発

を着々と進め、イオン株式会社

とも植樹用木製プレートの取引

を始めていた。

　本件については、新たな商品

域及び、林・大久保地区が該当

する。

　県が主催する、女川原発に関

する住民説明会が本町で開催さ

れることから、防護措置区域、

UPZ３０キロ圏内の安全対策

について、調査をおこなった。

　原子力規制庁によると、福島

第一原発事故の反省を踏まえ、

従来の基準を大幅に強化した新

規制基準を策定し、新基準に基

づく女川原発２号機の適合性審

査の設置変更許可に関する審査

が終了。今後は、設計及び工事

計画や保安規定変更認可に関す

る申請の状況に応じ審査をおこ

るが、高齢化社会の加速化や人

口減少などによる後継者・担い

手不足が要因となり、適正な森

林の管理はもとより林業の振興

自体も危惧される。

　よって当委員会では、当町の

産業すべてに影響を与える森林

の今後の適正な管理及び林業振

興方策について検討するため、

調査をおこなうものである。

なうとのこと。

　原子力防災担当（内閣府）か

らは、原子力防災の取り組みと

国の支援体制、宮城県及び関係

市町の連携体制、住民への情報

伝達、国の実働組織による広域

支援体制などの説明を受けた。

　資源エネルギー庁は、国のエ

ネルギー政策について、国内の

エネルギー情勢や第５次エネル

ギー基本計画、原子力の更なる

安全性の向上をはじめとした取

者数も歌津公民館以外は大きく

伸びており、町の活性化に一定

の役割を果たしている。

　今後さらに調査を継続し、必

要な施策を検討していくことと

する。

開発と出口戦略も考察する必要

があるため、継続調査とする。

り組みなどを説明した。

　東北電力は、東日本大震災に

おいて「従来から実施してきた

地震津波への備えにより、安全

性の確保が健全に機能した」と

しながらも、更なる安全性向上

への取り組みと、万一の事故に

対し、二重三重の対策を講じ、

耐震性や電源及び冷却、閉込機

能の確保など、2022年の工事

完了を目指すとした。

女川原発住民説明会東日本
大震災対策

特別委員会

生
涯
学
習
施
設
も
有
効
活
用
を



皆さんの考えをお聞かせください。

投稿お待ちしています‼（400字程度）

発
行
責
任
者  

議
長  

三
浦  

清
人

﹁
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
我
が
人
生
﹂

　
入
谷
岩
沢
　

　
　

小 

野
　
豊 

秀 

さ
ん

　

南
三
陸
町
の
消
防
防
災
へ
の
活
動

で
、
「
消
防
後
援
会
」
の
存
続
を
訴

え
、
消
防
団
活
動
の
充
実
を
図
る
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
、
横
浜
で
も
消
防
団
活

動
に
お
い
て
寄
付
金
を
募
っ
て
は
い

け
な
い
と
、
裁
判
所
の
判
断
が
大
震

災
後
に
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
震

災
後
も
引
き
続
き
、
南
三
陸
町
に
は

後
援
会
が
必
要
と
今
も
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
行
政
職
員
や
町
議
会
の
議

員
の
皆
様
に
も
、
地
区
の
境
界
を
取

り
除
き
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
の
議

論
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
重
ね
、
そ

の
後
に
は
互
い
に
手
と
手
を
取
り
、

南
三
陸
町
の
将
来
を
本
気
で
考
え
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
に
は
前
町
長
阿
部
公
三
さ
ん

の
訃
報
に
接
し
、
現
志
津
川
小
・
中

学
校
の
新
築
に
あ
た
り
、
仙
台
市
の

学
校
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
共
に
視

察
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
、

ベ
イ
サ
イ
ド
ア
リ
ー
ナ
の
建
築
も
あ

り
、
今
回
の
大
震
災
で
多
く
の
町
民

の
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
、
こ
う

議
会
か
ら

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言

し
た
町
の
教
育
施
設
の
整
備
に
関
わ

れ
た
事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
南
三
陸
町
で
は
発

生
し
な
い
理
由
と
し
て
、
町
は
樹
木

の
緑
に
お
お
わ
れ
た
町
の
自
然
の
力

が
、
感
染
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
ぜ
ひ
新
築
し
た
土

地
に
は
、
草
木
を
植
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
私
の
好
き
な
言
葉
に
、

「
適
材
適
所
」
が
あ
り
、
消
防
団
の

同
志
で
あ
る
遠
藤
文
吾
さ
ん
の
「
季

節
を
知
ら
ば
草
木
を
聞
け
」
、
そ
し

て
「
攻
撃
は
最
大
の
防
御
」
で
あ
る
。

そ
う
い
う
考
え
を
持
つ
こ
と
で
、
幸

せ
に
な
れ
る
と
の
自
論
が
私
に
は
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
の
生
活
を

支
え
て
く
れ
た
、
南
三
陸
町
に
感
謝

し
な
が
ら
、
皆
様
と
共
に
こ
の
素
晴

ら
し
い
町
で
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

若
い
頃
か
ら
の
消
防
団
活
動
で
、

住
民
を
守
り
、
消
防
団
活
動
の
基
礎

を
築
い
て
く
れ
た
一
人
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
一
人
と
し
て
行
政
の
在
り

方
や
、
議
会
議
員
の
活
動
に
助
言
や

指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も

真
っ
直
ぐ
な
目
線
で
御
指
導
下
さ
い
。
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集
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千
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伸
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菅
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辰
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去
る
10
月
12
日
、
震
災
復

興
祈
念
公
園
の
全
体
開
園
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
祈
念
公
園
は
、
追
悼
、
鎮

魂
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

震
災
の
記
憶
と
教
訓
の
継
承

も
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
次

世
代
へ
と
﹁
つ
な
い
で
﹂
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
は
、
復
興
大
臣
や
県

知
事
、
そ
し
て
震
災
以
降
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た
多
く
の

み
な
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
震
災
で
生
ま
れ

た
新
た
な
﹁
つ
な
が
り
﹂
に

感
謝
し
、
今
後
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
中
橋
の
開
通
式

も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。
公
園

と
商
店
街
を
﹁
つ
な
ぐ
﹂
こ

の
橋
の
よ
う
に
、
過
去
と
未

来
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
る
町
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　

 　
　
　

 

後
藤
伸
太
郎

ラ
イ
ブ
映
像
配
信
中
！

　
議
会
開
会
中
は
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
か
ら
、　
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

配
信
映
像
は
こ
ち
ら
か
ら 

�

　次回の定例会は12月開催の予定ですが、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、傍聴の自粛をお願いする場合があります。
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